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原
著
論
文 

 

ス
ペ
イ
ン
風
邪
流
行
と
熊
本
に
お
け
る
状
況
に
つ
い
て 

 
 

熊
本
県
立
図
書
館
（
く
ま
も
と
文
学
・
歴
史
館
） 

丸
山 

伸
治 

 

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】 

ス
ペ
イ
ン
風
邪
、
流
行
性
感
冒
、
悪
性
感
冒
、
感
染
状
況
、
九
州
日
日
新
聞 

 

要
旨 お

よ
そ
百
年
前
に
世
界
中
で
蔓
延
し
た
感
染
症
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
風
邪
。
こ
れ
ま
で
熊

本
に
お
け
る
感
染
流
行
の
状
況
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
内
務
省
衛
生
局

の
報
告
書
に
よ
れ
ば
県
内
の
死
者
は
約
七
千
人
に
の
ぼ
る
大
き
な
災
厄
で
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
策
の
参
考
と
も
さ
れ
て

い
る
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
つ
い
て
、
新
聞
記
事
や
関
係
資
料
等
を
も
と
に
当
時
の
状
況
を
明

ら
か
に
し
た
い
。 

 

は
じ
め
に 

令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
の
我
が
国
の
主
要
な
ニ
ュ
ー
ス
は
、
中
国
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
関
す
る
報
道
か
ら
始
ま
っ
た
。
当
初
は
、
対
岸
の
火
事

と
い
っ
た
雰
囲
気
で
あ
っ
た
が
、
武
漢
で
の
詳
報
が
届
き
、
さ
ら
に
は
横
浜
港
に
入
港
し

た
ク
ル
ー
ズ
船
の
乗
客
が
罹
患
し
、
日
々
患
者
数
の
増
加
が
報
告
さ
れ
る
に
つ
れ
、
人
々

の
危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
都
市
を
中
心
と
し
て
感
染
が
ひ
ろ
が
り
つ
つ
あ
っ
た
二

月
二
八
日
に
は
政
府
に
よ
り
全
国
の
学
校
の
一
斉
休
校
の
要
請
が
行
わ
れ
、
四
月
七
日
に

は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
が
東
京
・
大
阪

な
ど
七
都
道
府
県
に
発
出
、
次
い
で
四
月
一
六
日
に
は
全
国
に
対
象
地
が
拡
大
さ
れ
、
店

舗
の
営
業
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
自
粛
、
人
々
の
不
要
不
急
の
外
出
や
移
動
の
制
限
な
ど
、

ま
さ
に
異
例
づ
く
め
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。 

さ
て
、
こ
う
し
た
報
道
の
中
で
目
に
留
ま
っ
た
の
が
安
倍
総
理
（
当
時
）
の
三
月
三
日

の
参
院
予
算
委
員
会
で
の
答
弁
⑴

で
あ
る
。
学
校
の
一
斉
休
校
の
要
請
を
行
っ
た
根
拠
の

一
つ
と
し
て
、
大
正
期
に
世
界
中
に
蔓
延
し
た
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
に
お
け
る
米
国
の
対

応
を
参
考
に
し
た
と
述
べ
、
大
正
時
代
の
事
例
を
現
代
の
感
染
症
対
策
に
生
か
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
で
は
、
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
年
前
の
日
本
、
そ
し
て
熊
本

が
体
験
し
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
関
係
資

料
を
た
ど
る
と
、
そ
こ
に
は
確
か
に
現
代
の
我
々
に
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
事
実
も
少
な

か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
。
従
来
、
熊
本
県
内
の
市
町
村
史
な
ど
で
も
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
関

す
る
記
載
は
少
な
く
、
わ
ず
か
に
、
一
部
の
市
史
や
医
師
会
史
な
ど
に
断
片
的
な
記
述
が

あ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
⑵

。
本
稿
で
は
、
我
が
国
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
状
況
を
概
観
す
る

と
と
も
に
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
熊
本
に
お
け
る
蔓
延
状
況
と
社
会
的

な
影
響
な
ど
を
、
内
務
省
の
記
録
や
当
時
の
新
聞
記
事
な
ど
を
中
心
と
す
る
資
料
を
も
と

に
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。 
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大
正
7
年
8
月
～
大

正
8
年
1
月
1
5
日

大
正
8
年
1
月
1
6

日
～
1
月
3
1
日

大
正
8
年
2
月
1

日
～
2
月
1
5
日

大
正
8
年
2
月
1
6

日
～
2
月
2
8
日

大
正
8
年
3
月
1

日
～
3
月
1
5
日

大
正
8
年
3
月

1
6
日
～
3
月
3
1

日

大
正
8
年
4
月
1

日
～
4
月
1
5
日
大
正
8
年
4
月
1
6

日
～
4
月
3
0
日

大
正
8
年
5
月
1

日
～
5
月
1
5
日

大
正
8
年
5
月

1
6
日
～
5
月
3
1

日

大
正
8
年
6
月
1

日
～
6
月
1
5
日

大
正
8
年
6
月

1
6
日
～
6
月
3
0

日

大
正
8
年
7
月
1

日
～
7
月
1
5
日

大
正
8
年
7
月

1
6
日
～
7
月
3
1

日
総
数

患
者
者
数

1
9
,2
3
2
,6
7
5

4
9
6
,0
2
3
5
1
6
,0
0
0

3
8
4
,2
4
9
2
2
7
,2
2
8
1
5
2
,9
7
6

7
0
,6
8
4

4
1
,6
0
7

2
2
,7
2
4

1
4
,3
2
7

5
,6
7
2

2
,5
9
1

1
,0
4
4

5
9
8
2
1
,1
6
8
,3
9
8

死
者
数

2
0
4
,7
3
0

8
,9
0
2

1
0
,1
0
0

1
1
,9
2
7

7
,9
1
5

6
,0
9
8

3
,5
1
5

2
,0
5
8

9
6
5

6
8
4

2
7
7

1
2
3

4
5

2
4

2
5
7
,3
6
3

患
者
数

6
7
2
,5
8
0

5
3
4

9
0
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6
7
4
,0
1
9

死
者
数

5
,0
9
8

1
5

1
8

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
5
,1
3
1

大
正
8
年
9
月
～
大

正
8
年
1
2
月

大
正
9
年
1
月

大
正
9
年
2
月

大
正
9
年
3
月

大
正
9
年
4
月

大
正
9
年
5
月

大
正
9
年
6
月

大
正
9
年
7
月

総
数

患
者
数

1
7
9
,5
6
5
1
,3
3
2
,7
1
3
5
8
1
,8
1
6

1
5
9
,3
7
0

7
9
,7
6
8

7
2
,4
3
4

5
,1
5
0

1
,2
8
1
2
,4
1
2
,0
9
7

死
者
数

5
,1
0
2

5
5
,0
9
6

3
8
,4
8
5

1
7
,3
0
2

8
,5
5
5

2
,7
4
2

3
4
6

3
8
1
2
7
,6
6
6

患
者
数

3
,3
5
5

1
7
,5
2
2

8
,9
9
5

1
,9
4
3

4
0
5

8
6
3

8
6

8
3
3
,1
7
7

死
者
数

1
1
8

6
7
6

7
0
3

1
1
9

2
7

1
2

8
0

1
,6
6
3

大
正
9
年
8
月

大
正
9
年
9
月

大
正
9
年
1
0
月

大
正
9
年
1
1
月

大
正
9
年
1
2
月
大
正
1
0
年
1
月
大
正
1
0
年
2
月

大
正
1
0
年
3
月

大
正
1
0
年
4
月
大
正
1
0
年
5
月
大
正
1
0
年
6
月
大
正
1
0
年
7
月

総
数

患
者
数

2
8
2

6
5
9

1
,6
1
6

3
,7
3
8

1
4
,2
5
6

2
8
,8
5
3

4
4
,2
9
6

7
7
,5
3
7

3
7
,5
5
0

1
1
,6
6
9

2
,8
5
9

8
8
1
2
2
4
,1
7
8

死
者
数

1
6

2
4

7
6

1
3
4

2
7
9

4
5
1

7
1
1

1
,0
3
0

7
0
9

2
1
0

4
6

1
2

3
,6
9
8

患
者
数

0
0

1
0

4
3
9

1
,1
1
1

1
,8
6
4

3
,4
5
0

2
,0
9
1

2
0
2

1
8
7

4
4

3
8

9
,4
3
6

死
者
数

0
0

0
1
6

2
1

3
0

3
4

5
1

7
3

0
1

1
6
3

※
第
３
波
の
全
国
の
患
者
総
数
は
内
訳
と
合
計
が
一
致
せ
ず

第
１
波

第
２
波

第
3
波

総
計

患
者
総
数

2
1
,1
6
8
,3
9
8
2
,4
1
2
,0
9
7
2
2
4
,1
7
8
2
3
,8
0
4
,6
7
3

死
者
総
数

2
5
7
,3
6
3

1
2
7
,6
6
6

3
,6
9
8

3
8
8
,7
2
7

患
者
百
対
死
者

1
.2
2

5
.2
9

1
･
6
5

1
.6
3

患
者
総
数

6
7
4
,0
1
9

3
3
,1
7
7

9
,4
3
6

7
1
6
,6
3
2

死
者
総
数

5
,1
3
1

1
,6
6
3

1
6
3

6
,9
5
7

患
者
百
対
死
者

0
.7
6

5
.0
1

1
.7
3

0
.9
7

※
人
口
統
計
は
大
正
7
年
末
時
点

全
国

（
人
口
5
7
,7
4
8
,9
3
5
人
）

熊
本

（
人
口
1
,3
0
5
,0
9
1
人
）

〇
第
１
波
（
大
正
7
年
8
月
～
8
年
7
月
)

〇
第
２
波
（
大
正
8
年
9
月
～
9
年
7
月
）

〇
第
３
波
（
大
正
9
年
8
月
～
1
0
年
7
月
）

〇
全
体
集
計

全
国

全
国

熊
本

初
発
大
正
7
年
9
月
中
旬

熊
本

初
発
大
正
8
年
9
月
中
旬

全
国

熊
本

第
１
図

 
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
蔓
延
の
推
移
（
全
国
・
熊
本
）
 

第
１
表

 
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
罹
患
者
数
・
死
亡
者
数
（
全
国
・
熊
本
）
 

月
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
2
3
4
5
6
7
8

内
務
省
衛
生
局
編
『
流
行
性
感
冒
』
内
務
省
衛
生
局
編
　
「
東
洋
文
庫
」

『
九
州
日
日
新
聞
』
ス
ペ
イ
ン
風
邪
関
連
記
事
（
第
２
表
）
を
参
考
と
し
て
作
成

大
正
1
0
年
（
1
9
2
1
）

全
国

熊
本

大
正
8
年
（
1
9
1
9
）

大
正
７
年
（
1
9
1
8
）

大
正
9
年
（
1
9
2
0
）

第
１
波

第
２
波

第
３
波

患
者
数
2
1
,1
68
,3
98
人

死
者
数
2
5
7
,3
6
3人

患
者
数
2
,4
1
2,
09
7
人

死
者
数
1
2
7
,6
6
6人

患
者
数
6
7
4
,0
1
9人

死
者
数
5
,1
3
1人

第
１
波

患
者
数
2
2
4
,1
7
8
人

死
者
数
3
,6
9
8人

第
２
波

患
者
数
3
3
,1
77
人

死
者
数
1
,6
6
3人

第
３
波

患
者
数
9
,4
3
6
人

死
者
数
1
6
3
人

総
人
口
5
7
,1
90
,3
55
人

大
正
6
年
末
現
在

総
患
者
数
2
3
,8
04
,6
7
3人

総
死
者
数
3
8
8
,7
27
人

総
人
口
1
,2
6
4,
18
8
人

大
正
6
年
末
現
在

総
患
者
数
7
1
6
,6
32
人

総
死
者
数
6
,9
5
7人

熊
本
市
内
に

蔓
延

郡
部
に
蔓
延

郡
部
中
心
に

蔓
延
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第
一
章 

我
が
国
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
感
染
蔓
延
の
推
移 

第
一
節 

ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
蔓
延
状
況 

ス
ペ
イ
ン
風
邪
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
一
種
と
さ
れ
、
当
時
は
「
悪
性
感
冒
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
罹
患
者
や
死
者
数
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
内
務
省
衛
生
局
が
取
り
ま
と

め
た
公
式
な
報
告
書
『
流
行
性
感
冒
』
⑶

（
以
下
「
報
告
書
」
と
記
載
）
に
よ
る
と
、
国

内
で
約
二
三
八
〇
万
人
の
患
者
と
約
三
八
万
人
の
死
者
、
そ
し
て
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
熊

本
県
内
で
も
約
七
二
万
人
の
患
者
と
約
七
千
人
の
死
者
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
大
正
六
年

末
の
日
本
の
総
人
口
が
五
七
〇
〇
万
人
余
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
少
な
く
と
も
国

民
の
約
四
割
が
罹
患
し
、
ま
た
、
三
波
に
及
ぶ
蔓
延
の
終
息
に
足
掛
け
三
年
を
要
す
る
、

ま
さ
に
一
大
災
厄
と
い
う
べ
き
事
態
で
あ
っ
た
。 

報
告
書
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
⑷

、
二
一
〇
〇
万
人
余
の
患
者
と
二
五
万
七
千
人
余

の
死
者
を
数
え
た
第
一
波
の
流
行
の
始
ま
り
は
、
西
欧
の
流
行
に
三
、
四
カ
月
遅
れ
る
大

正
七
（
一
九
一
八
）
年
の
八
月
下
旬
か
ら
九
月
上
旬
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
南
洋

か
ら
横
須
賀
に
帰
港
し
た
軍
艦
や
、
北
米
か
ら
横
浜
に
入
港
し
た
船
舶
に
集
団
感
染
が
認

め
ら
れ
た
。
感
染
の
端
緒
と
な
っ
た
の
が
神
奈
川
、
静
岡
、
福
井
、
茨
城
、
福
島
な
ど
で
、

熊
本
を
含
む
九
州
に
は
九
月
下
旬
か
ら
一
〇
月
上
旬
に
か
け
て
広
が
り
が
見
ら
れ
た
。
一

〇
月
上
旬
に
は
感
染
が
加
速
し
全
国
に
蔓
延
、
一
一
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
一
二
月
に

や
や
下
火
に
な
る
も
、
翌
八
年
に
入
り
再
び
流
行
、
そ
の
後
、
三
月
、
四
月
、
五
月
と
半

減
し
て
い
き
、
七
月
頃
に
は
ひ
と
ま
ず
終
息
を
迎
え
る
。 

し
か
し
、
気
候
が
涼
し
く
な
る
一
〇
月
下
旬
頃
か
ら
再
び
第
二
波
の
流
行
を
み
る
。
神

奈
川
、
三
重
、
岐
阜
、
愛
媛
、
佐
賀
、
熊
本
で
流
行
が
再
燃
し
、
周
辺
の
諸
県
に
広
が
っ

て
い
っ
た
。
翌
年
一
月
に
ピ
ー
ク
と
な
り
三
月
か
ら
半
減
、
七
月
に
な
り
終
息
。
第
一
波

と
比
べ
て
十
分
の
一
程
度
の
患
者
数
で
あ
っ
た
が
、
「
前
回
激
し
き
流
行
を
見
ざ
り
し
地

方
本
回
は
激
し
き
流
行
を
来
し
」
、
さ
ら
に
、「
其
感
染
者
の
多
数
は
前
流
行
に
罹
患
を
免

れ
た
る
も
の
に
し
て
病
性
比
較
的
重
症
」
な
者
が
多
い
と
記
し
て
い
る
。
第
三
波
は
大
正

九
年
八
月
上
旬
、
福
岡
、
高
知
を
手
始
め
に
広
が
っ
た
。
「
普
通
の
感
冒
と
区
別
す
る
能

は
ざ
る
程
度
」
の
も
の
で
、
最
終
的
に
終
息
し
た
の
が
翌
十
年
の
七
月
で
あ
っ
た
。 

内
務
省
の
報
告
書
の
統
計
⑸

を
も
と
に
、
こ
の
間
の
全
国
と
熊
本
県
の
患
者
数
並
び
に

死
者
数
を
一
覧
に
し
た
の
が
第
１
表
で
あ
り
、
蔓
延
の
推
移
を
模
式
的
に
図
示
し
た
の
が

第
１
図
で
あ
る
。
熊
本
県
で
の
第
一
波
は
、
大
正
七
年
九
月
中
旬
か
ら
発
生
が
見
ら
れ
、

一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
翌
八
年
二
月
中
旬
に
終
息
。
第
二
波
が

同
年
九
月
中
旬
か
ら
発
生
、
翌
九
年
一
月
に
ピ
ー
ク
と
な
り
、
七
月
に
終
息
し
た
。
第
三

波
は
同
年
一
〇
月
に
発
生
、
翌
一
〇
年
二
月
に
患
者
数
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
同
年
七
月
に

終
息
し
た
。
統
計
資
料
に
よ
れ
ば
、
熊
本
に
お
け
る
感
染
の
蔓
延
の
傾
向
は
、
全
国
の
状

況
と
概
ね
共
通
し
て
い
る
。
蔓
延
の
規
模
も
第
一
波
の
規
模
が
突
出
し
て
お
り
、
全
体
を

通
し
て
の
患
者
数
の
九
割
、
死
者
数
の
七
割
超
を
そ
れ
ぞ
れ
数
え
て
い
る
。
ま
た
、
罹
患

者
の
死
亡
率
は
第
二
波
が
高
く
、
第
一
波
に
比
し
て
六
倍
ほ
ど
に
増
加
し
て
お
り
、
こ
こ

で
も
全
国
の
状
況
と
同
様
の
傾
向
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
人
口
比
の
罹

患
率
は
全
国
で
約
四
割
だ
っ
た
の
に
対
し
、
熊
本
は
六
割
に
近
い
な
ど
、
よ
り
厳
し
い
蔓

延
状
況
を
示
し
て
い
た
。 

 

第
二
節 

蔓
延
の
特
徴
と
当
局
に
よ
る
感
染
防
止
策 

こ
の
間
の
感
染
の
特
徴
と
し
て
報
告
書
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
す
⑹

。
「
多
く
は
交
通

頻
繁
な
る
都
市
に
発
し
之
よ
り
放
射
状
に
其
の
周
囲
村
落
を
侵
襲
す
る
を
常
と
せ
り
」
。

つ
ま
り
、
感
染
の
蔓
延
は
都
市
部
に
始
ま
り
周
辺
の
郡
部
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
地
方
都

市
で
は
、
最
初
に
学
校
の
児
童
や
工
場
の
職
工
の
欠
席
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と

思
え
ば
、「
一
両
日
に
し
て
数
十
数
百
に
上
り
」
、
数
日
中
に
は
「
全
市
民
の
大
半
を
覆
う

を
例
と
せ
り
」
と
い
っ
た
あ
り
さ
ま
。
こ
う
し
た
事
例
を
見
れ
ば
、
学
校
の
休
校
や
工
場

の
操
業
停
止
の
措
置
は
感
染
防
止
の
定
石
と
し
て
納
得
で
き
る
。
ま
た
、
交
通
の
発
達
し

た
都
市
部
で
は
感
染
の
波
が
去
り
つ
つ
あ
る
の
に
、
山
間
の
僻
地
な
ど
で
は
流
行
が
長
引

く
よ
う
な
傾
向
も
見
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
感
染
者
に
対
す
る
死
亡
者
の
割
合
も
初
期
は
虚

弱
者
や
老
幼
者
を
除
い
て
少
な
か
っ
た
が
、
「
流
行
の
経
過
と
共
に
病
性
悪
変
し
肺
炎
を



熊本県博物館ネットワークセンター紀要  第 1号 2021 年 

115(4) 

併
発
す
る
者
多
く
、
之
が
為
め
に
虚
弱
者
の
み
な
ら
ず
強
壮
者
に
て
斃
れ
た
る
者
尠
な
か

ら
ざ
り
し
」
と
記
し
て
い
る
。 

も
と
よ
り
悪
性
感
冒
の
蔓
延
に
対
し
、
当
局
も
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
だ
け
で
は
な
か

っ
た
。
欧
米
各
国
の
流
行
状
況
の
把
握
や
予
防
・
治
療
方
法
の
調
査
の
た
め
担
当
官
を
海

外
に
派
遣
、
ま
た
、
複
数
の
専
門
家
を
委
嘱
し
「
学
説
文
献
の
調
査
考
究
」
、「
海
外
視
察

員
の
報
告
と
学
者
実
地
家
の
意
見
」
な
ど
を
参
考
と
し
、
第
三
波
の
流
行
を
迎
え
て
い
た

大
正
一
〇
年
一
月
六
日
付
で
「
流
行
性
感
冒
予
防
要
項
」
⑺

を
内
務
省
訓
令
と
し
て
策
定

し
そ
の
実
施
を
促
し
た
。
内
容
は
三
部
か
ら
な
り
、（
１
）
病
原
及
伝
染
経
路
（
推
定
さ
れ

る
病
原
体
と
、
口
腔
や
鼻
孔
を
通
し
た
咳
嚔
等
の
飛
沫
伝
染
で
あ
る
こ
と
を
示
す
）（
２
）

予
防
方
法 

①
伝
染
経
路
の
遮
断
〈
飛
沫
伝
染
の
防
止
〉
ハ
ン
ケ
チ
、
手
拭
等
で
口
鼻
を

覆
う
い
わ
ゆ
る
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
の
推
奨
。
三
四
尺
の
間
隔
を
保
っ
て
の
対
談
。
マ
ス

ク
の
着
用
の
励
行
。〈
患
者
の
隔
離
〉
一
般
家
庭
や
職
場
、
旅
館
、
病
院
等
で
の
心
得 

〈
集

会
・
集
合
の
制
限
〉 

学
校
等
閉
鎖
や
祭
礼
、
冠
婚
葬
祭
、
各
種
営
業
等
の
自
粛 

〈
消

毒
・
う
が
い
〉 

②
予
防
注
射
の
実
施 

（
３
）
医
療
及
看
護
等 

臨
時
の
医
療
体
制
の

確
立
及
び
予
防
治
療
に
必
要
な
物
資
の
製
造
能
力
の
増
進
、
買
い
占
め
、
売
り
惜
し
み
等

の
取
締
り
な
ど
。
現
在
、
政
府
に
よ
る
対
策
も
、
大
正
時
代
の
そ
れ
と
基
本
的
に
大
差
な

い
こ
と
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。 

な
お
、
こ
の
種
の
感
染
症
対
策
の
切
り
札
で
あ
る
予
防
接
種
も
実
施
さ
れ
た
記
録
が
残

る
。
し
か
し
内
務
省
の
報
告
書
も
総
括
す
る
⑻

と
お
り
、
そ
の
効
果
を
ほ
と
ん
ど
発
揮
し

な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
時
期
に
製
造
さ
れ
て
い
た
ワ
ク
チ
ン
は
、
イ
ン
フ
ル
菌
と
呼

ば
れ
る
細
菌
を
も
と
に
し
た
も
の
で
、
そ
も
そ
も
細
菌
と
は
構
造
も
異
な
り
は
る
か
に
微

小
な
存
在
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
の
研
究
が
途
上
で
あ
っ
た
当
時
の
知
見
⑼

で
は
明
確
な
効

能
を
期
待
す
る
べ
く
も
な
か
っ
た
。
な
お
、
現
在
の
対
策
と
異
な
る
点
は
、
当
局
が
手
洗

い
を
推
奨
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
⑽

。
マ
ス
ク
の
着
用
に
よ
り
飛
沫
感
染
は
一
定
程
度
防

げ
て
も
、
手
指
を
介
し
た
接
触
感
染
を
避
け
る
対
策
が
無
か
っ
た
の
は
当
時
の
公
衆
衛
生

上
の
知
見
の
限
界
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

第
二
章 

熊
本
に
お
け
る
感
染
状
況
と
影
響 

第
一
節 

熊
本
に
お
け
る
感
染
の
蔓
延 

〇
第
一
波
の
状
況 

 

そ
れ
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
流
行
時
に
お
け
る
熊
本
及
び
周
辺
は
ど
の
よ
う
な
状
態

だ
っ
た
の
か
。
当
時
の
熊
本
で
発
行
さ
れ
て
い
た
『
九
州
日
日
新
聞
』
の
紙
面
を
も
と
に

た
ど
っ
て
み
た
い
。
な
お
、
本
稿
末
に
流
行
期
間
中
の
同
紙
の
関
連
記
事
を
検
索
し
た
一

覧
（
第
２
表
）
を
掲
載
し
て
い
る
。 

内
務
省
の
報
告
書
で
は
九
月
中
旬
か
ら
患
者
が
発
生
し
て
い
た
と
す
る
が
、
第
一
波
に

関
す
る
周
辺
の
感
染
の
記
事
が
確
認
で
き
る
の
は
、
大
正
七
年
一
〇
月
二
四
日
付
か
ら
で
、

鹿
児
島
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
で
一
八
〇
名
の
感
染
者
に
伴
う
休
校
の
措
置
が
報
じ

ら
れ
る
。
翌
二
五
日
付
け
で
は
大
分
の
小
学
校
の
ほ
か
、
大
牟
田
市
で
「
勢
ひ
漸
く
猖
獗

な
ら
ん
と
し
つ
つ
あ
る
」
と
し
、
小
学
校
で
の
厳
し
い
感
染
状
況
を
伝
え
て
い
る
。
な
お
、

大
牟
田
地
方
は
炭
鉱
労
働
者
が
多
く
、
労
働
者
が
密
集
す
る
環
境
か
ら
、
か
な
り
蔓
延
の

見
ら
れ
た
地
域
で
あ
る
。
熊
本
県
内
に
つ
い
て
は
、
二
六
日
付
け
で
「
熊
本
付
近
に
も
患

者
夥
し
」
の
見
出
し
で
、
「
古
町
地
方
に
患
者
最
も
多
く
又
中
学
濟
々
黌
に
て
は
昨
二
十

五
日
の
如
き
一
学
級
に
十
七
名
の
欠
席
者
あ
り
其
他
市
内
の
小
学
児
童
中
に
も
漸
く
蔓

延
せ
ん
と
す
る
の
兆
あ
り
」
と
報
じ
た
。
二
七
日
付
で
は
「
流
行
感
冒
益
猖
獗 

全
県
下

の
学
校
襲
わ
る 

濟
々
黌
は
昨
日
ま
で
に
患
者
二
百
五
十
余
名 

屏
息
す
る
ま
で
臨
時

休
校
」
の
見
出
し
の
も
と
、
下
益
城
、
玉
名
、
鹿
本
、
天
草
な
ど
の
学
校
の
患
者
数
を
伝

え
る
。
濟
々
黌
は
一
〇
月
十
六
日
か
ら
十
九
日
ま
で
鹿
児
島
に
修
学
旅
行
に
赴
い
て
い
た
。

「
十
九
日
帰
熊
し
て
か
ら
ボ
ツ
〳
〵
患
者
が
殖
え
た
と
い
う
云
ふ
か
ら
如
何
に
し
て
も

鹿
児
島
か
ら
傳
染
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
」
と
の
感
染
経
路
を
推
定
す
る
校
医
の
コ
メ
ン
ト

を
載
せ
て
い
る
。 

感
染
は
、
地
域
に
深
く
浸
透
し
て
い
っ
た
。
一
〇
月
二
九
日
付
の
紙
面
で
は
濟
々
黌
や

熊
本
中
学
な
ど
の
状
況
の
ほ
か
、
「
市
内
小
学
校
休
校
多
し 

八
代
方
面
猖
獗
」
、
「
郵
便

局
も
欠
勤
者
多
数 
配
達
は
平
素
と
お
り
行
は
れ
ず
」
、「
熊
本
専
売
局
で
は
二
百
人
」
な
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ど
の
見
出
し
が
見
え
る
。
坪
井
郵
便
局
で
は
、
四
六
人
の
集
配
人
中
三
〇
人
が
欠
勤
し
て

お
り
、
配
達
の
停
滞
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
三
〇
日
付
け
で
は
、
「
大
流
行
の
悪
性
感

冒 

各
学
校
の
患
者
益
々
増
加
」
と
報
じ
る
。
ま
た
、
「
太
田
知
事
、
春
藤
内
務
部
長
も

亦
之
が
襲
撃
を
受
け
就
床
静
養
し
つ
ゝ
あ
り
」
と
の
記
事
が
あ
り
、
つ
い
に
熊
本
県
庁
の

ト
ッ
プ
で
あ
る
知
事
の
ほ
か
、
防
疫
対
策
を
担
う
幹
部
も
罹
患
、
同
日
付
け
で
発
し
た
県

公
報
の
知
事
名
の
「
感
冒
予
防
告
諭
」
も
皮
肉
な
結
果
と
な
っ
た
。 

一
一
月
五
日
付
け
で
は
、
「
流
行
性
感
冒 

勢
ひ
猖
獗 

学
校
は
殆
ど
全
部
休
校
す
」

の
見
出
し
が
あ
る
も
、
一
二
日
付
け
で
は
「
開
校
し
た
学
校
と
開
校
せ
ぬ
学
校
」
と
、
熊

本
市
内
で
は
授
業
を
再
開
す
る
学
校
も
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
郡
部
へ
の
感
染
は
こ
れ
か

ら
が
本
番
で
、「
熊
本
の
郡
部
漸
く
猖
獗
」（
一
四
日
）
、「
郡
部
校
休
校
頻
々
」（
一
四
日
）
、

「
郡
部
は
今
が
峠
」
（
一
五
日
）
と
し
、
熊
本
市
内
か
ら
始
ま
っ
た
感
染
は
い
よ
い
よ
県

内
の
隅
々
ま
で
浸
透
し
て
い
き
、
よ
う
や
く
一
一
月
二
三
日
付
け
で
「
感
冒
は
郡
部
も
終

息
近
し
」
と
報
じ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
一
二
月
四
日
付
け
で
前
月
二
〇
日
ま
で
の
郡
別

の
患
者
・
死
者
数
を
掲
載
。
一
二
月
八
日
付
け
で
は
、
県
学
務
課
に
よ
る
県
内
の
小
中
学

校
の
児
童
生
徒
の
患
者
数
・
死
亡
者
数
が
総
括
さ
れ
、
感
染
が
ひ
と
ま
ず
終
息
し
た
と
し

て
、
一
二
月
二
四
日
付
け
で
は
「
感
冒
死
者
四
千
四
百
人
」
の
見
出
し
の
も
と
、
そ
れ
ま

で
の
患
者
総
数
六
四
万
七
四
八
八
名
、
死
者
数
四
三
九
五
名
、
そ
し
て
死
者
の
最
も
多
か

っ
た
天
草
地
域
の
死
者
数
を
七
九
七
名
と
報
じ
て
い
る
。 

そ
の
後
、
患
者
・
死
亡
者
に
関
す
る
記
事
は
な
く
な
り
、
大
正
八
年
一
月
二
六
日
付
け

で
、
東
京
・
大
阪
・
京
都
な
ど
で
の
再
流
行
を
伝
え
る
記
事
の
後
、
二
月
一
六
日
付
け
で

「
流
行
感
冒
の
警
戒 

全
縣
下
に
お
布
礼
を
出
す
」
と
し
て
一
四
日
付
け
で
県
庁
か
ら
管

下
の
出
先
機
関
に
、
流
行
再
燃
を
警
戒
し
予
防
策
を
強
化
す
る
訓
令
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と

を
掲
載
し
て
い
る
が
、
感
染
流
行
を
伝
え
る
記
事
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。 

 

〇
第
二
波
の
状
況 

 

内
務
省
の
統
計
で
は
、
熊
本
に
お
け
る
第
二
波
の
患
者
は
大
正
八
年
九
月
中
旬
か
ら
見

ら
れ
、
翌
九
年
一
月
に
ピ
ー
ク
と
な
り
、
七
月
ま
で
患
者
の
発
生
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

近
隣
で
の
流
行
を
伝
え
る
新
聞
記
事
で
は
大
正
八
年
一
二
月
一
六
日
付
け
で
「
流
行
感
冒

小
學
校
を
襲
ふ 

福
岡
縣
下
」
と
の
見
出
し
で
福
岡
市
郊
外
に
お
け
る
小
学
校
の
罹
患
状

況
を
報
じ
る
の
が
始
め
で
あ
る
。
翌
九
年
一
月
三
日
付
け
で
、「
六
師
管
下
に
流
感
襲
来
」

と
の
見
出
し
の
も
と
で
熊
本
兵
団
の
兵
員
の
罹
患
状
況
、
県
下
各
地
で
の
流
行
の
状
況
を

伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
蔓
延
の
特
徴
と
し
て
同
九
日
付
け
で
「
流
行
感
冒
蔓
延
す 

熊

本
縣
下
で
は
市
内
よ
り
も
郡
部
に
流
行
す
」
と
し
て
、
前
年
一
一
月
以
来
の
県
下
で
の
流

行
状
況
、
ま
た
郡
部
で
の
蔓
延
の
状
況
を
伝
え
る
。
「
熊
本
縣
下
流
行
感
冒 

小
學
児
童

に
も
患
者
續
出
」
と
あ
り
、
上
益
城
郡
御
船
警
察
署
管
内
で
の
罹
患
状
況
（
一
四
日
）
を

報
じ
て
い
る
。
二
四
日
付
け
で
は
「
熊
本
縣
下
の
流
感
患
者
七
千
人
に
上
ら
ん 

郡
部
に

尚
蔓
延
の
兆
あ
り 

市
内
に
は
患
者
割
合
に
少
し
」
と
し
て
県
内
の
罹
患
状
況
を
報
ず
る
。

学
校
の
み
な
ら
ず
人
員
の
密
集
す
る
軍
隊
も
罹
患
者
は
多
か
っ
た
。
同
じ
く
二
四
日
付
け 

で
「
第
六
師
團
在
熊
部
隊
の
流
感
患
者
三
百
九
十
二
名 

病
院
は
満
員
」
と
あ
り
、
軍
関

係
の
熊
本
衛
戍
病
院
が
満
床
に
近
づ
き
、
罹
患
者
へ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
を
伝

図２『衛生時報』大正 8 年 1月 10 日付記事 
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え
る
。
翌
二
五
日
付
け
で
は
、
県
内
各
地
の
患
者
数
・
死
亡
者
の
統
計
を
伝
え
る
。
そ
の

後
、
二
六
日
付
け
で
宇
土
郡
大
嶽
村
・
戸
馳
村
の
状
況
、
三
〇
日
付
け
で
球
磨
地
方
の
状

況
を
報
せ
る
記
事
、
二
月
二
日
付
け
で
県
下
の
患
者
数
と
死
者
数
を
掲
載
、
同
五
日
付
け

で
「
熊
本
縣
下
の
流
行
衰
ふ 

休
校
も
減
る
」
と
題
し
た
記
事
の
後
、
感
染
流
行
を
伝
え

る
記
事
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。 

な
お
、
第
二
波
の
特
徴
と
し
て
都
市
部
よ
り
も
郡
部
で
の
蔓
延
の
度
合
い
が
高
く
、
そ

の
こ
と
は
全
国
的
な
傾
向
と
も
合
致
し
て
い
る
。
恐
ら
く
は
、
第
一
波
で
感
染
を
免
れ
、

免
疫
を
持
つ
人
が
少
な
い
地
方
に
緩
や
か
に
広
が
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

後
述
す
る
が
、
二
波
の
ピ
ー
ク
と
な
る
大
正
一
〇
年
一
月
頃
よ
り
、
当
局
の
感
染
対
策
を

伝
え
る
記
事
が
目
立
っ
て
く
る
。
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
接
種
の
実
施
、
マ
ス
ク
着
用
の

励
行
な
ど
が
そ
の
中
心
で
あ
り
、
第
一
波
の
経
験
に
基
づ
き
、
流
行
感
冒
の
症
状
や
感
染

状
況
等
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
徐
々
に
対
処
法
が
徹
底
さ
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。 

〇
第
三
波
の
状
況 

 

内
務
省
の
統
計
で
は
、
大
正
九
年
一
〇
月
か
ら
患
者
が
発
生
し
、
翌
一
〇
年
二
月
に
小

さ
な
波
は
あ
る
も
の
の
、
大
き
な
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
な
く
七
月
ま
で
の
患
者
の
発
生

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
新
聞
記
事
で
は
、
大
正
九
年
一
二
月
一
二
日
付
け
で
、
「
流
感
季

節 

内
務
省
で
豫
防
宣
伝
」
と
の
見
出
し
で
内
務
省
に
よ
る
感
染
予
防
の
啓
発
等
を
実
施

す
る
こ
と
を
伝
え
る
。
そ
の
後
一
月
二
一
日
付
け
で
小
倉
師
団
で
の
流
行
、
二
六
日
付
け

で
佐
賀
県
下
の
流
行
を
伝
え
る
も
、
つ
い
に
県
内
で
の
感
染
流
行
を
報
じ
る
記
事
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。 

 

第
二
節 

熊
本
県
当
局
の
対
応
策 

内
務
省
の
報
告
書
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
流
行
に
対
し
て
の
熊
本
県
庁
並
び
に
県
関
係

団
体
の
感
染
防
止
へ
の
対
応
策
を
次
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
⑾

。 

 

① 

予
防
に
関
す
る
思
想
の
啓
発 

「
本
病
の
性
質
及
予
防
心
得
を
記
載
せ
る
印
刷
物
を
一
般
に
配
布
し
て
注
意
を
喚

起
し
一
方
小
学
校
に
於
て
『
マ
ス
ク
』
の
製
法
、
含
嗽
の
方
法
等
を
生
徒
に
教
へ
生

徒
を
通
し
て
家
庭
に
予
防
法
を
宣
伝
せ
る
も
の
あ
り
」 

② 

「
マ
ス
ク
」
及
び
含
嗽
の
奨
励 

「
県
所
属
職
員
は
全
部
『
マ
ス
ク
』
の
使
用
を
実
行
し
又
含
嗽
薬
の
共
同
購
入
等
の

方
法
に
付
て
一
般
に
指
示
し
た
り 

熊
本
市
内
の
理
髪
営
業
者
に
対
し
て
『
マ
ス
ク
』

の
使
用
及
び
含
嗽
の
実
行
を
命
じ
貸
座
敷
業
者
に
対
し
て
は
娼
妓
其
他
家
族
雇
人

に
対
し
楼
主
の
負
担
を
以
て
『
マ
ス
ク
』
及
含
嗽
薬
を
給
与
せ
し
め
た
り 

其
の
他

学
校
児
童
一
般
に
於
て
も
之
が
使
用
を
な
せ
る
者
尠
か
ら
ず
」 

③ 

予
防
接
種
の
奨
励 

「
一
般
に
予
防
接
種
の
徹
底
を
計
る
べ
く
熊
本
県
衛
生
会
に
於
て
多
数
の
『
ワ
ク
チ

ン
』
を
準
備
し
各
方
面
へ
配
布
の
便
を
与
へ
た
り 

尚
予
防
接
種
希
望
者
多
数
あ
る

部
落
に
対
し
て
は
衛
生
会
と
、
県
衛
生
課
と
協
力
し
警
察
医
を
派
し
無
料
に
て
或
は

薬
品
の
実
費
を
徴
し
接
種
を
行
ひ
た
り 

又
町
村
に
於
て
は
貧
困
者
に
対
し
町
村

医
を
し
て
無
料
接
種
を
施
行
せ
し
め
た
る
あ
り
」 

④ 

学
校
工
場
其
の
他
多
衆
集
合
に
対
す
る
施
設 

学
校 

「
多
数
患
者
発
生
の
為
め
臨
時
閉
鎖
せ
る
も
の
尠
か
ら
ず
」 

工
場 

「
工
場
に
於
て
も
一
時
的
閉
鎖
せ
る
も
の
あ
り
」 

⑤ 

救
療
の
状
況 

「
流
行
著
し
き
地
方
に
対
し
て
は
常
置
看
護
婦
を
派
し
重
症
患
者
の
巡
回
看
護
に

従
事
せ
し
め
た
り
」 

⑥ 
各
種
公
益
団
体
の
活
動
の
状
況 

「
公
益
団
体
の
活
動
と
し
て
熊
本
県
済
生
会
の
『
マ
ス
ク
』
百
七
十
人
分
『
カ
メ
レ

オ
ン
』
含
嗽
薬
四
百
八
十
磅
を
県
下
に
無
料
配
布
し
、
熊
本
県
衛
生
会
に
於
て
は
流

行
性
感
冒
『
ワ
ク
チ
ン
』
予
防
液
七
千
六
百
五
十
人
分
を
県
下
一
般
に
無
料
配
布
し
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警
察
部
衛
生
課
と
協
力
無
料
接
種
を
行
ひ
た
る
等
主
な
る
も
の
な
り
」 

 以
上
の
感
染
対
策
の
内
容
を
少
し
詳
し
く
み
て
み
た
い
。
ま
ず
熊
本
県
当
局
は
、
感
染

防
止
の
対
策
の
た
め
、
大
正
七
年
一
〇
月
三
〇
日
付
で
県
民
に
対
す
る
告
諭
並
び
に
、
郡

市
役
所
、
警
察
署
、
町
村
役
場
等
の
管
下
の
機
関
に
訓
令
を
発
し
た
。 

 

本
春
内
地
ニ
流
行
セ
ル
特
種
ノ
感
冒
ハ
夏
期
ニ
至
リ
テ
病
勢
衰
ヘ
タ
リ
シ
モ
更
ニ

初
秋
の
候
ニ
入
リ
テ
復
諸
府
縣
ニ
散
發
ス
ル
ニ
及
ヒ
其
病
勢
ノ
熾
烈
ナ
ル
地
方
ニ

在
リ
テ
ハ
竟
ニ
諸
學
校
ノ
授
業
ヲ
モ
中
止
セ
ル
向
ア
リ
一
面
海
外
ヨ
リ
ノ
情
報
ニ

依
レ
ハ
南
亞
聯
邦
北
米
其
他
ノ
地
方
ニ
於
テ
「
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ツ

ア
」
と
偁
ス
ル
悪
性
感
冒
ノ
為
メ
ニ
惨
禍
ヲ
蒙
リ
ツ
ゝ
ア
ル
趣
ナ
リ
此
等
特
種
ノ
感

冒
ガ
世
界
的
ニ
流
行
シ
ツ
ゝ
ア
ル
ハ
爭
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
實
ニ
シ
テ
國
民
ノ
保
健

上
寔
ニ
憂
慮
ニ
堪
ヘ
サ
ル
所
ナ
リ
此
秋
ニ
當
リ
縣
民
一
致
相
警
メ
極
力
豫
防
撲
滅

ノ
途
ヲ
講
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
其
惨
害
測
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
ラ
ン
縣
民
克
ク

此
意
ヲ
體
シ
左
ノ
豫
防
心
得
ニ
依
リ
萬
遺
策
ナ
キ
ヲ
期
ス
ヘ
シ 

 

大
正
七
年
十
月
卅
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

熊
本
縣
知
事 

  

流
行
性
感
冒
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ツ
ア
）
豫
防
心
得 

一
、 

本
病
ノ
原
因
は
一
千
八
百
八
十
二
年
プ
ア
イ
フ
ェ
ー
ル
氏
の
見
出
せ
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ツ
ア
菌
と
偁
す
る
黴
菌
中
で
も
至
っ
て
小
さ
き
細
菌
に
よ
っ
て
起

る
も
の
で
あ
る
が
時
と
し
て
は
他
の
似
よ
っ
た
病
原
か
ら
起
る
こ
と
も
あ
り

ま
す 

二
、 

本
病
の
傳
染
は
至
っ
て
迅
速
っ
て
暫
く
の
間
に
擴
が
り
ゆ
く
も
の
で
あ
り
ま

す
本
病
に
か
ゝ
る
と
老
人
、
小
兒
、
虚
弱
者
は
餘
程
危
嶮
で
あ
り
ま
す
殊
に
今

度
流
行
っ
て
居
る
種
類
は
性
悪
し
く
て
死
ぬ
割
合
が
多
い
か
ら
用
心
せ
ね
ば

な
り
ま
せ
ぬ 

三
、 

本
病
の
傳
染
る
経
路
は
病
人
の
喀
痰
、
唾
液
、
鼻
汁
、
又
は
咳
嗽
噴
嚔
の
場
合

霧
の
よ
う
に
飛
散
る
泡
沫
に
よ
り
て
空
氣
中
に
飛
び
散
る
病
毒
を
直
接
に
鼻

腔
、
口
よ
り
吸
込
む
に
よ
っ
て
傳
染
る
も
の
で
あ
り
ま
す
又
以
上
の
病
原
に
汚

さ
れ
た
る
食
器
、
手
拭
、
夜
具
な
ど
よ
り
傳
染
る
こ
と
も
あ
り
ま
す 

四
、 

本
病
の
容
体
は
始
め
多
く
悪
寒
、
戰
慄
を
以
て
起
り
熱
は
三
十
九
度
か
ら
四

十
度
に
昇
り
倦
怠
、
頭
痛
、
腰
痛
、
四
肢
痛
、
疲
労
を
覺
へ
食
進
ま
ず
咳
嗽
甚

く
喀
痰
あ
り
又
時
と
し
て
下
痢
を
訴
へ
肺
、
心
臓
の
病
あ
る
も
の
は
危
嶮
な
り

本
病
は
大
抵
一
、
二
週
間
に
し
て
治
癒
る
も
時
と
し
て
容
体
重
く
肺
炎
、
中
耳

炎
を
起
し
不
幸
の
轉
歸
を
見
る
こ
と
あ
り
又
本
病
は
輕
き
も
の
に
て
も
養
生

を
十
分
に
せ
ざ
れ
ば
肺
結
核
等
の
下
地
を
作
る
こ
と
あ
り
又
本
病
は
全
快
し

て
も
暫
く
は
病
毒
を
保
有
て
居
る
故
に
他
人
に
傳
染
せ
し
む
る
こ
と
あ
り 

五
、 

本
病
の
豫
防
法
は 

（
イ
）
第
一
病
人
に
近
づ
か
ぬ
を
良
し
と
す
本
病
の
流
行
期
に
は
芝
居
、
活
動
寫

眞
、
祭
禮
等
多
人
數
の
集
ま
る
所
に
は
成
る
べ
く
行
か
ぬ
よ
う
に
心
懸
け
な

さ
い
多
人
數
の
集
ま
る
所
に
は
輕
る
い
病
人
や
健
康
者
に
し
て
病
毒
を
有
て

居
る
も
の
（
保
菌
者
）
が
居
る
か
ら
用
心
な
さ
い 

 
 

 

（
ロ
）
流
行
時
に
は
室
内
の
掃
除
を
善
く
し
晝
は
戸
障
子
を
開
放
い
て
空
氣
や
日

光
の
通
入
を
良
く
し
室
内
の
乾
燥
く
よ
う
に
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
又
夜
具
脱

衣
等
は
毎
日
日
光
に
曝
す
や
う
に
な
さ
い
夜
分
は
戸
障
子
を
閉
め
て
風
を
引

か
ぬ
よ
う
に
注
意
な
さ
い 

 
 

 

（
ハ
）
病
人
が
不
幸
に
し
て
出
來
た
と
き
は
早
く
醫
師
に
診
せ
な
さ
い
病
人
は
可

成
室
内
に
健
康
な
人
を
居
ら
ぬ
や
う
に
し
同
衾
な
ど
は
決
し
て
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
病
人
の
喀
痰
や
唾
液
は
石
炭
酸
水
に
て
消
毒
す
る
か
器
物
に
入
れ
て

煮
る
よ
う
に
し
な
さ
い
病
人
の
食
器
類
は
釜
に
容
れ
て
一
度
沸
騰
す
が
良
い

病
人
の
夜
具
は
毎
日
日
光
に
曝
す
や
う
に
な
さ
い 

 
 

 

（
ニ
）
本
病
に
罹
っ
た
ら
輕
く
て
も
十
分
醫
療
を
な
す
は
勿
論
他
人
に
感
染
さ
ぬ

よ
う
に
他
人
と
談
話
の
際
は
手
巾
、
綿
な
ど
で
口
、
鼻
を
被
ふ
よ
う
に
心
懸
く
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る
は
大
事
な
公
徳
心
で
あ
り
ま
す 

 
 

 
（
ニ
）
本
病
の
流
行
時
は
夜
行
、
夜
深
し
は
慎
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
又
食
後
は
五

十
倍
鹽
酸
加
里
水
で
含
嗽
を
な
す
も
一
の
豫
防
法
で
あ
り
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
正
七
年
熊
本
県
告
諭
第
一
號
） 

 

客
歳
猛
威
ヲ
逞
フ
シ
タ
ル
悪
性
感
冒
ハ
十
二
月
中
旬
ニ
至
リ
殆
ド
終
媳
ヲ
告
ケ
タ

リ
シ
カ
他
府
縣
ニ
在
テ
ハ
昨
今
流
行
再
燃
セ
ル
地
方
ア
リ
而
シ
テ
其
ノ
症
状
ハ
更

ニ
悪
性
ヲ
加
ヘ
死
亡
率
亦
増
加
セ
リ
ト
今
ニ
於
テ
充
分
ノ
豫
防
警
戒
ヲ
加
フ
ル
ニ

ア
ラ
サ
レ
ハ
再
ヒ
惨
害
ヲ
反
復
ス
ル
虞
ナ
シ
ト
セ
ス
就
テ
ハ
此
際
左
記
事
項
ノ
勵

行
ニ
務
ム
ル
ト
共
ニ
客
年
十
月
告
諭
第
一
號
ノ
主
趣
ヲ
徹
底
セ
シ
メ
弘
ク
一
般
部

民
ノ
自
覺
ヲ
促
ス
等
更
ニ
一
段
ノ
力
ヲ
竭
ス
ヘ
シ 

 

大
正
八
年
二
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

熊
本
縣
知
事
太
田
政
弘 

記 

 
 

一
、
流
行
地
ニ
於
テ
ハ
可
成
民
衆
ノ
集
合
ヲ
避
ケ
シ
ム
ル
コ
ト 

 
 

二
、
一
般
ニ
呼
吸
保
護
器
ノ
使
用
ヲ
奨
勵
シ
殊
ニ
患
家
其
他
感
染
ノ
虞
ア
ル
場
所
ニ

於
テ
ハ
必
ス
之
ヲ
使
用
セ
シ
ム
ル
コ
ト 

 
 

三
、
一
般
ニ
含
嗽
ヲ
奨
勵
ス
ル
コ
ト 

 
 

四
、
頭
痛
發
熱
等
身
体
ニ
異
常
ア
ル
ト
キ
ハ
必
ス
速
カ
ニ
醫
師
ノ
診
断
ヲ
受
ケ
靜
養

セ
シ
ム
ル
コ
ト 

五
、
患
者
ハ
可
成
隔
離
シ
全
治
ニ
至
ル
迄
ハ
外
出
ヲ
遠
慮
セ
シ
ム
ル
コ
ト 

（
大
正
八
年
熊
本
縣
訓
令
第
五
號
） 

 

こ
こ
に
は
、
密
を
避
け
る
こ
と
、
マ
ス
ク
（
呼
吸
保
護
器
）
の
着
用
、
う
が
い
の
奨
励
、

医
師
の
診
断
と
静
養
、
患
者
の
隔
離
な
ど
、
現
代
に
も
通
じ
る
基
本
的
な
対
処
方
針
が
示

さ
れ
て
お
り
、
関
係
機
関
で
は
そ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
対
策
を
進
め
て
い
る
。 

こ
の
う
ち
、
手
早
い
感
染
防
止
対
策
と
し
て
特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
の
が
マ
ス
ク
着
用

で
あ
る
。
当
時
の
社
会
一
般
で
は
予
防
の
た
め
の
着
用
の
習
慣
が
な
か
っ
た
た
め
、
ま
ず

は
諸
官
吏
が
率
先
し
て
着
用
、
さ
ら
に
人
が
集
ま
る
興
行
場
で
の
マ
ス
ク
着
用
の
義
務
付

け
を
行
う
な
ど
、
一
般
市
民
の
着
用
も
強
力
に
推
し
進
め
て
い
る
。 

 

熊
本
警
察
署
で
は
流
感
蔓
延
の
當
節
柄
多
人
数
の
集
合
す
べ
き
劇
場
、
活
動
寫
眞

館
な
ど
が
殊
に
病
菌
媒
介
の
危
険
箇
所
な
り
と
し
病
菌
の
媒
介
を
防
止
す
べ
き
一

策
と
し
て
此
等
興
行
場
に
入
場
す
る
観
客
に
對
し
マ
ス
ク
の
使
用
を
勵
行
せ
し
む

べ
く
來
る
二
十
日
よ
り
當
分
の
間
市
内
各
劇
場
活
動
寫
眞
館
に
入
場
す
べ
き
観
客

に
し
て
若
マ
ス
ク
を
使
用
し
居
ら
ざ
る
者
は
絶
対
に
（
入
）
場
を
謝
絶
せ
し
む
る
方

針
（
中
略
）
近
頃
一
般
に
マ
ス
ク
の
需
要
激
増
し
た
る
上
興
行
場
入
場
客
が
悉
く
マ

ス
ク
を
使
用
す
る
事
と
な
ら
ば
到
底
市
内
の
薬
種
商
店
の
在
品
の
み
に
て
は
多
大

の
需
要
を
充
た
す
能
は
ざ
る
べ
き
を
感
じ
且
つ
應
急
策
と
し
て
森
署
長
は
署
員
の

家
族
を
し
て
一
两
日
來
既
に
マ
ス
ク
の
製
造
に
従
事
せ
し
め
つ
ゝ
あ
り
て
二
十
日

よ
り
其
製
品
を
興
行
場
の
木
戸
口
に
て
入
場
者
に
そ
れ
〳
〵
實
費
（
多
分
五
六
銭

な
ら
ん
）
頒
布
を
な
す
こ
と
ゝ
し
た
り
」 

 

（
大
正
九
年
一
月
二
〇
日
付
『
九
州
日
日
新
聞
』
） 

 

 

こ
れ
と
前
後
し
て
、
「
流
行
感
冒
の
襲
來
に
通
信
事
務
に
差
支
ぬ
よ
う
熊
本
逓
信
局
で

豫
防
策 

先
づ
鉄
道
郵
便
従
員
に
マ
ス
ク
を
使
用
さ
せ
る 

今
の
處
で
は
大
し
た
事
な

し
」（
一
七
日
付
）
と
、
一
定
の
予
防
効
果
が
認
識
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、「
専
賣
支
局
の

流
感
豫
防 

マ
ス
ク
は
永
久
使
用
」
（
一
九
日
付
）
な
ど
と
、
職
場
や
学
校
に
お
け
る
マ

ス
ク
の
着
用
は
少
し
ず
つ
普
及
し
て
い
っ
た
。 

他
方
、
現
代
で
も
予
防
の
切
り
札
と
期
待
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。
実
は
「
ワ
ク
チ
ン
」
と
さ
れ
る
薬
剤
の
提
供
そ
の
も
の
は
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
始

ま
っ
て
い
た
。
第
一
波
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
大
正
七
年
一
一
月
三
〇
日
付
の
紙
面
で
は
、

す
で
に
国
内
製
薬
会
社
か
ら
「
流
行
性
感
冒
の
豫
防
注
射
に
就
て 

臨
床
醫
家
諸
君
に
急



熊本県博物館ネットワークセンター紀要  第 1号 2021 年 

110(9) 

告 

此
際
速
に
臨
床
醫
家
の
實
験
に
供
せ
ら
れ
む
事
を
望
む
」
と
し
て
、
「
感
冒
用
混
合

ワ
ク
シ
ン
」「
肺
炎
球
菌
ワ
ク
シ
ン
」「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ワ
ク
シ
ン
」
の
三
種
を
医
師

に
供
給
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
が
告
知
さ
れ
て
い
る
。 

第
二
波
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
大
正
九
年
一
月
一
二
日
付
で
は
「
二
日
間
に
四
百
五
十
名 

熊
本
の
流
感
猖
獗 
上
益
城
に
も
流
行
出
し
た 

豫
防
注
射
液
を
注
文
す
る
」
と
見
出
し

に
あ
り
、
「
目
下
東
京
傳
染
病
院
研
究
所
に
注
射
液
の
註
文
中
な
る
が
不
日
到
着
の
上
は

先
づ
縣
廳
よ
り
豫
防
注
射
の
施
行
を
始
む
べ
し
と
な
り
」
と
し
、
最
新
の
感
染
状
況
と
と

も
に
県
庁
衛
生
課
の
手
配
で
豫
防
注
射
液
の
用
意
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
県
職
員
を
手
始

め
に
接
種
を
行
う
予
定
で
あ
る
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
同
二
六
日
付
で
は
、
流
感
豫
防
注

射 

市
内
各
所
に
て
」
と
し
、
寺
院
な
ど
を
会
場
と
す
る
一
般
向
け
の
接
種
の
様
子
を
伝

え
る
。 熊

本
市
に
て
は
既
報
の
如
く
廿
四
日
よ
り
二
月
四
日
ま
で
豫
定
を
以
て
流
行
感
冒

豫
防
注
射
を
開
始
し
廿
四
日
は
坪
井
浄
行
寺
、
廿
五
日
は
鹽
屋
町
正
念
寺
に
て
注

射
を
行
ひ
た
る
が
浄
行
寺
に
て
は
五
十
三
名
に
上
れ
り
と
今
廿
六
日
は
南
新
坪
井

町
専
覚
寺
に
て
注
射
を
行
ふ
筈
に
て
希
望
者
は
成
る
べ
く
午
前
中
に
集
ま
ら
れ
た

し
と
料
金
は
二
回
に
て
十
銭
な
り
（
大
正
九
年
一
月
二
六
日
付
『
九
州
日
日
新
聞
』
） 

 

た
だ
し
、
同
一
八
日
付
で
は
、
「
熊
本
縣
の
流
感
豫
防 

注
射
液
が
足
ら
ず
東
京
に
注

文
」
、
ま
た
、
同
日
付
で
「
注
射
液
の
註
文
者
殺
到
し
て
製
造
が
間
に
合
は
ぬ 
全
國
の

醫
師
や
薬
種
問
屋
か
ら 

千
人
分
賴
ん
で
漸
く
五
十
人
分
ぐ
ら
い
し
か
手
に
入
ら
な
い
」

と
、
供
給
が
需
要
に
追
い
付
い
て
い
な
い
様
子
も
う
か
が
え
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
現
代

か
ら
見
れ
ば
そ
の
効
果
が
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
「
ワ
ク
チ
ン
」
で
あ
っ
た
が
、
主
と

し
て
第
二
波
以
降
、
人
々
の
期
待
を
も
と
に
接
種
が
進
め
ら
れ
、
内
務
省
の
報
告
書
に
よ

れ
ば
、
熊
本
県
内
で
の
接
種
者
の
合
計
は
五
万
三
三
六
一
人
に
の
ぼ
る
な
ど
、
福
岡
県
の

三
万
七
五
七
二
人
と
比
較
し
て
も
決
し
て
少
な
い
数
で
は
な
か
っ
た
。 

 

第
三
節 

ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
与
え
た
影
響 

ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
蔓
延
は
、
第
一
波
の
襲
来
と
共
に
、
当
時
の
熊
本
の
社
会
に
も
様
々

な
影
響
を
与
え
た
。
も
と
よ
り
学
校
の
閉
鎖
は
広
範
に
行
わ
れ
た
が
、
他
に
も
工
場
の
閉

鎖
、
郵
便
物
の
停
滞
、
新
聞
紙
面
の
縮
小
や
遅
配
な
ど
、
社
会
の
基
礎
的
な
イ
ン
フ
ラ
が

打
撃
を
受
け
た
こ
と
を
当
時
の
紙
面
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

悪
性
感
冒
は
益
々
猖
獗
を
極
め
て
一
家
族
枕
を
並
べ
て
打
臥
し
居
れ
る
悲
惨
な
家

庭
も
少
な
か
ら
ず
為
め
に
各
種
機
関
は
多
大
の
支
障
を
蒙
り
殆
ど
其
任
務
を
完
全

に
遂
行
し
つ
ゝ
あ
る
所
な
き
状
態
と
な
り
た
る
が
熊
本
縣
廳
も
殆
ど
半
数
の
缺
勤

者
を
見
る
に
至
り
（
略
） 

 

（
大
正
七
年
一
一
月
六
日
付
『
九
州
日
日
新
聞
』
） 

 

郵
便
事
務
の
蒙
る
感
冒
の
大
打
撃
は
全
國
で
九
州
が
第
一
と
目
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
が

就
中
熊
本
の
両
郵
便
局
は
其
最
な
る
も
の
で
發
送
配
達
共
に
郵
便
物
は
山
積
し
て

居
る
が
従
業
員
補
充
の
道
無
く
通
信
事
務
は
将
に
杜
絶
せ
ん
計
り
の
危
機
に
瀕
し

昨
日
の
如
き
熊
本
局
に
就
て
見
る
に
發
送
事
務
は
山
田
郵
便
課
長
自
ら
襷
懸
け
で

半
病
人
而
も
半
数
に
足
ら
ぬ
従
業
員
を
督
励
し
つ
ゝ
自
身
發
送
の
區
分
を
為
し

つ
ゝ
あ
る
有
様
で
配
達
夫
に
至
っ
て
は
同
局
四
十
八
名
中
出
勤
者
は
僅
に
十
四
名

で
あ
る
こ
と
既
に
二
日
を
續
け
て
居
る
電
報
の
如
き
は
通
信
手
全
滅
の
姿
に
て
全

部
を
合
し
て
僅
々
六
名
一
人
で
數
臺
に
當
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
よ
り
昨
日
來
電
報

は
一
切
受
附
ず
總
て
郵
便
と
し
て
發
送
し
て
い
る
有
様
（
略
） 

（
大
正
七
年
一
一
月
五
日
付
『
九
州
日
日
新
聞
』
） 

 

 
 

流
行
感
冒
の
影
響
は
各
方
面
と
も
甚
大
の
打
撃
を
受
け
居
る
が
県
立
熊
本
圖
書
館

に
て
は
職
員
其
他
出
納
手
の
如
き
も
僅
か
に
二
人
に
て
始
末
を
附
け
居
り
午
後
開

館
の
児
童
閲
覧
室
監
督
に
於
て
も
平
常
の
如
く
出
納
手
よ
り
兼
務
せ
し
む
る
事
能

は
ず
し
て
少
き
職
員
側
よ
り
應
急
の
間
に
合
は
せ
居
れ
り
若
今
日
以
上
に
患
者
を

出
だ
さ
ば
到
底
閉
館
の
已
む
な
き
に
至
る
べ
し
と
い
ふ
又
閲
覧
者
側
に
於
て
も
近
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日
其
數
を
減
じ
居
る
傾
あ
り
夜
間
閲
覧
の
如
き
も
百
人
を
下
ら
ざ
る
を
常
と
せ
る

に
反
し
最
近
二
、
三
、
四
の
三
日
間
は
七
十
三
、
九
十
二
、
一
〇
三
人
の
事
實
を
示

せ
る
が
如
し 

 
 

 
 

 
 

（
大
正
七
年
一
一
月
七
日
付
『
九
州
日
日
新
聞
）
』 

 

（
社
告
）
猛
威
を
揮
へ
る
悪
性
感
冒
は
遂
に
本
社
工
場
を
襲
ひ
大
多
数
の
罹
病
休

業
者
を
出
し
て
紙
面
の
完
全
を
期
す
る
能
は
ず
自
然
不
體
裁
な
る
狭
小
の
紙
面
を

作
製
す
る
に
至
り
し
は
讀
者
に
對
し
相
濟
ま
ざ
る
次
第
な
る
も
事
態
止
む
を
得
ざ

る
も
の
あ
り
恢
復
緒
に
就
く
迄
謹
ん
で
寛
恕
を
乞
ふ 

九
州
日
日
新
聞
社 

（
大
正
七
年
一
一
月
二
日
付
『
九
州
日
日
新
聞
』
） 

 
 

 

 
 

収
穫
に
困
る
農
家 

農
家
に
て
は
恰
も
米
収
穫
期
に
入
り
て
よ
り
感
冒
猖
獗
を
極 

 

め
家
族
は
ボ
ロ
ゝ
ゝ
倒
れ
て
見
事
に
黄
熟
せ
る
稲
田
を
眺
め
つ
ゝ
も
刈
入
れ
る
に

人
手
な
く
偶
鎌
を
入
れ
た
る
も
田
に
刈
り
倒
し
た
る
儘
空
し
く
雨
に
濡
ら
す
の
外

な
き
状
態
に
て
大
豊
作
を
見
込
ま
れ
た
る
本
年
の
稲
も
収
穫
に
は
大
な
る
影
響
を

及
ぼ
さ
ざ
る
べ
し
と
雖
も
品
質
を
悪
變
せ
し
む
る
は
免
れ
ず
と
一
般
に
憂
慮
さ
れ

居
れ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
大
正
七
年
一
一
月
一
三
日
付
『
九
州
日
日
新
聞
』
） 

 

新
聞
に
は
他
県
の
事
例
と
し
て
感
染
症
の
蔓
延
に
伴
い
旅
館
・
料
理
屋
・
風
呂
屋
な
ど

が
不
景
気
で
あ
る
旨
の
記
事
も
見
ら
れ
る
が
、
他
方
、
特
需
に
よ
り
多
忙
を
極
め
た
業
種

に
つ
い
て
「
医
師
も
薬
店
も
氷
屋
も
流
行
感
冒
で
大
繁
盛
」
と
の
見
出
し
の
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
」 

 

醫
師 

廻
り
切
ぬ
多
忙 

何
と
云
っ
て
も
此
風
は
命
取
り
と
噂
さ
れ
た
丈
け
に
醫

師
の
多
忙
は
驚
く
可
き
も
の
で
平
生
餘
り
流
行
ら
な
か
っ
た
人
で
さ
へ
朝
早
く
か

ら
車
を
飛
ば
し
て
廻
り
扱
さ
ず
心
身
綿
の
如
く
な
っ
て
歸
っ
て
來
る
と
云
ふ
大
多

忙
況
し
て
流
行
児
と
な
る
と
物
凄
い
程
で
、
病
症
が
單
純
な
丈
け
に
薬
を
束
に
し

て
作
っ
て
置
く
と
云
ふ
勢
ひ 

薬
剤 

解
熱
剤
は
上
た 

某
薬
店
主
は
語
る
「
お
醫
者
さ
ま
へ
特
別
に
納
入
品
が

多
く
な
っ
た
と
云
ふ
こ
と
は
今
の
處
別
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
度
の
風
に
就
い
て

は
療
法
と
か
手
當
と
か
を
各
新
聞
に
發
表
せ
ら
れ
た
結
果
素
人
方
で
間
違
ひ
無
く

私
共
の
店
か
ら
薬
を
買
っ
て
行
か
れ
る
方
が
多
く
ア
ス
ピ
リ
ン
と
か
ア
ン
チ
ピ
リ

ン
散
と
か
云
ふ
解
熱
剤
は
寧
素
人
の
宅
に
澤
山
出
ま
し
た
。
咳
嗽
剤
な
ど
は
賣
薬

の
方
に
も
あ
り
ま
す
か
ら
是
等
が
大
分
出
た
譯
で
す
。
風
と
薬
價
の
影
響
は
ア
ス

ピ
リ
ン
な
ど
の
解
熱
剤
で
コ
ゝ
十
日
計
り
に
ポ
ン
ド
に
付
き
一
圓
位
上
げ
て
來
ま

し
た
」 

氷 

二
倍
以
上
出
る 

罹
病
者
が
高
熱
の
結
果
、
殊
に
肺
炎
の
気
味
の
あ
る
者
な

ど
に
は
無
く
て
は
な
ら
ぬ
氷
の
賣
方
は
素
破
ら
し
い
も
の
で
熊
本
製
氷
會
社
に
就

て
聞
く
と
「
本
社
で
は
二
三
日
前
ま
で
製
氷
を
續
け
て
ゐ
ま
し
た
が
燃
料
を
使
用

し
て
い
た
の
を
動
力
に
變
へ
る
工
事
の
た
め
目
下
休
業
中
で
來
月
初
め
の
頃
に
は

又
仕
事
に
懸
る
事
と
な
っ
て
ゐ
ま
す
。
賣
高
は
風
の
流
行
る
前
ま
で
一
日
五
噸
位

で
あ
っ
た
の
が
急
に
十
噸
以
上
に
な
っ
て
ゐ
ま
す
（
略
）
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
大
正
七
年
一
〇
月
三
一
日
付
『
九
州
日
日
新
聞
』
） 

 

「
繁
盛
」
と
い
う
文
字
が
見
出
し
に
踊
る
が
、
患
者
の
治
療
に
あ
た
る
医
師
の
実
情
は

次
々
に
罹
患
す
る
患
者
の
対
応
に
追
わ
れ
、
多
忙
を
通
り
越
し
極
め
て
深
刻
な
状
況
だ
っ

た
。
当
時
の
診
療
は
医
師
に
よ
る
往
診
が
多
か
っ
た
が
、
自
ら
罹
患
し
た
開
業
医
も
多
く
、

患
者
が
必
要
と
す
る
医
療
が
提
供
で
き
な
い
の
が
実
情
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

世
界
風
と
い
わ
る
ゝ
今
度
の
悪
性
流
行
感
冒
は
到
る
と
こ
ろ
猖
獗
を
極
め
て
殆
ど

底
止
す
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ぬ
有
様
で
あ
る
が
熊
本
市
に
於
け
る
二
三
の
醫
師
に
就

い
て
昨
今
の
状
態
を
聞
い
て
見
る
と
患
者
は
數
に
於
て
幾
な
し
分
か
減
じ
て
來
た

や
う
に
思
は
る
ゝ
け
れ
と
重
患
者
に
却
っ
て
日
に
多
く
な
る
方
で
危
険
の
度
は
一
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層
加
は
っ
た
感
が
あ
る
そ
の
上
市
内
に
於
て
は
一
人
で
三
百
人
乃
至
四
百
の
患
者

を
受
持
っ
て
居
る
醫
師
も
少
な
く
な
く
往
診
時
間
は
甚
だ
し
い
日
は
午
前
一
時
に

及
ぶ
こ
と
も
あ
り
往
診
の
車
上
で
辨
當
を
食
ふ
た
と
い
う
話
も
あ
る
位
で
あ
る
が

斯
の
極
度
の
活
動
は
醫
師
の
間
に
漸
く
犠
牲
者
を
生
じ
來
た
り
病
辱
に
就
い
た
も

の
も
二
三
に
し
て
止
ま
ら
ず
一
醫
師
の
如
き
は
昨
今
危
篤
を
傳
へ
ら
れ
て
居
る
事

態
斯
う
な
っ
て
來
る
と
醫
師
の
方
で
も
止
む
を
得
ず
患
者
の
全
部
に
十
分
の
注
意

を
配
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
て
來
る
の
で
責
任
を
重
ん
ず
る
醫
師
は
平
素
か
ゝ

り
つ
け
の
患
家
を
主
と
し
て
そ
れ
に
自
己
の
力
の
限
度
内
患
者
數
を
預
想
し
て
そ

れ
以
上
は
断
然
拒
絶
す
る
と
い
ふ
有
様
で
そ
の
結
果
發
病
後
三
日
も
四
日
も
遂
に

診
察
を
受
け
得
ず
し
て
呻
吟
す
る
も
の
も
あ
る
と
い
ふ
始
末
で
病
菌
力
は
今
後

益
々
強
く
な
り
気
候
は
寒
冷
に
向
か
う
時
に
是
で
は
実
際
剣
呑
千
萬
で
あ
る
が
斯

か
る
時
こ
そ
赤
十
字
救
護
班
の
活
動
を
要
す
る
べ
き
で
は
無
い
か
と
い
ふ
聲
が
識

者
の
間
に
唱
へ
ら
れ
て
居
る
が
そ
の
方
法
と
し
て
は
各
所
に
救
護
班
の
出
張
所
を

設
け
開
業
醫
師
の
力
の
及
ば
ざ
る
患
者
に
對
す
る
手
當
を
為
し
或
は
開
業
醫
師
と

協
力
し
て
活
動
を
望
む
と
い
ふ
の
で
あ
る 

（
大
正
七
年
一
一
月
一
三
日
付
『
九
州
日
日
新
聞
』
） 

 

「
各
府
縣
と
も
醫
師
不
足 

來
春
ま
で
は
到
底
終
熄
の
見
込
み
な
き
に
よ
り
当
局
に

て
は
極
力
之
が
餘
防
策
を
考
究
中
な
る
が
府
縣
に
て
は
醫
師
に
不
足
を
來
せ
る
所
少
か

ら
ず
」（
一
一
月
五
日
）
、
ま
さ
に
“
医
療
崩
壊
”
を
来
し
て
い
た
の
が
実
情
だ
っ
た
。『
熊

本
市
医
師
会
史
』
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
罹
患
し
一
二
名
の
医
師
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
⑿

。 

 

結
び
と
し
て 

冒
頭
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
熊
本
の
歴
史
を
概
説
し
た
文
献
に
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
関
す

る
記
事
を
見
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
い
。
ま
さ
に
埋
も
れ
た
歴
史
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。
当
時
の
新
聞
を
み
て
も
、
流
行
の
ピ
ー
ク
に
は
多
く
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
第
三
波
に
な
る
と
殆
ど
関
係
記
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
ス
ペ
イ
ン
風
邪

の
蔓
延
を
よ
そ
に
、
天
然
痘
や
チ
フ
ス
、
コ
レ
ラ
な
ど
は
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
お
り
、

感
染
症
の
蔓
延
は
先
人
に
と
っ
て
日
常
茶
飯
事
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
七
千
人
に
及
ぶ

犠
牲
者
を
出
し
な
が
ら
歴
史
の
片
隅
に
「
埋
も
れ
た
」
の
も
、
そ
う
し
た
理
由
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
当
時
の
熊
本
県
で
発
行
さ
れ
て
い
た
医
家
向
け
の
印
刷
物
で
あ
る

『
衛
生
時
報
』
の
大
正
九
年
三
月
二
〇
日
号
の
コ
ラ
ム
は
「
流
感
が
下
火
に
な
っ
た
か
ら

で
も
あ
ら
う
が
一
時
盛
ん
に
使
用
さ
れ
た
マ
ス
ク
昨
今
は
だ
ん
ゞ
ゝ
掛
け
る
人
が
少
な

く
な
っ
て
満
員
の
電
車
中
せ
い
ゞ
ゝ
五
人
か
六
人
は
心
細
い
、
殊
に
學
校
生
徒
な
ど
は
、

著
し
く
使
用
者
が
少
な
く
な
っ
た
」
と
嘆
い
て
い
る
。
第
一
波
の
発
生
か
ら
わ
ず
か
二
年

後
の
こ
の
証
言
は
、
教
訓
を
引
き
継
ぐ
こ
と
の
難
し
さ
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。 

他
方
、
強
い
印
象
を
受
け
た
記
事
が
あ
る
。
第
一
波
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
た
大
正
七

年
一
一
月
三
日
付
け
九
州
日
日
新
聞
紙
面
で
は
、
多
く
の
工
場
が
感
染
の
影
響
を
受
け
る

中
で
、
「
大
江
の
熊
本
製
糸
会
社
は
天
長
節
当
日
休
日
に
も
拘
ら
ず
工
女
全
部
の
外
出
を

禁
じ
て
社
内
で
慰
安
の
方
法
を
取
っ
た
為
め
一
人
の
病
人
も
無
い
と
大
自
慢
。
（
中
略
）

工
場
方
面
で
は
寄
宿
制
度
の
処
は
外
界
と
の
接
触
が
無
い
為
め
比
較
的
好
成
績
で
外
来

者
の
多
い
工
場
ほ
ど
痛
み
が
多
い
割
合
を
示
し
て
居
る
」
な
ど
と
報
じ
て
い
る
。
感
染
経

路
の
遮
断
と
い
う
知
恵
が
発
揮
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
現
在
で
も
通
用
す
る
感
染
防
止
策

で
あ
り
、
こ
う
し
た
体
験
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
、
現
在
の
感
染
防
止
対
策
の
基
本
を
作
り

上
げ
て
き
た
の
だ
と
思
う
。 

本
稿
を
草
し
て
い
る
段
階
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ニ
ュ
ー
ス
が
日
々
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
と
現
代
の
感
染
症
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
種
類
も
症

状
も
、
さ
ら
に
は
医
療
水
準
も
異
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
状
況
を
見

る
と
き
、
そ
こ
か
ら
汲
む
べ
き
教
訓
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。
い
ず
れ
の
感
染
症
も
人
が

人
へ
と
感
染
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
百
年
前
も
同
様
で
あ
っ
た
マ
ス
ク
着
用
の
励
行
、

社
会
的
な
距
離
を
と
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
に
基
づ
く
感
染
対
策
の
基
本
を
地
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道
に
徹
底
す
る
こ
と
に
つ
き
る
の
だ
ろ
う
。
私
た
ち
自
身
の
心
が
け
と
、
理
性
に
基
づ
く

自
制
心
が
問
わ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

註 ⑴
令
和
二
年
三
月
三
日 

第
二
〇
一
回
国
会 

参
議
院 

予
算
委
員
会
に
お
け
る
安
倍

総
理
の
答
弁
「
国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」 

h
t
t
p
s
:
/
/
k
o
k
k
a
i
.
n
d
l
.
g
o
.
j
p
/
#
/
d
e
t
a
i
l
?
m
i
n
I
d
=
1
2
0
1
1
5
2
6
1
X
0
0
5
2
0
2
0
0
3
0
3
&
c
u
r

r
e
n
t
=
1
 

令
和
三
年
一
月
七
日
現
在 

「
か
つ
て
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
流
行
し
た
と
き
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
を
中
止
し
、
そ
し
て
休
校
を
行
っ
た
州
と
そ
う
で
は
な
い
州
に
お
い
て
は
、
死
者

の
数
、
こ
の
ピ
ー
ク
の
高
さ
は
大
き
な
違
い
が
出
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
専
門
家

も
お
ら
れ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
、
今
委
員
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
生
活

に
関
わ
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
大
切
な
時
期
で
ご
ざ
い
ま

す
か
ら
、
様
々
な
御
批
判
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
承
知
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
国
の
行
政
の
最
高
責
任
者
と
し
て
決
断
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
」 

⑵
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
触
れ
た
県
内
の
文
献
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
『
新

宇
土
市
史
』
通
史
編
第
３
巻
（
宇
土
市
、
二
〇
〇
九
年
）
、『
菊
池
郡
市
医
師
会
百
年
史
』

（
菊
池
郡
市
医
師
会
、
二
〇
〇
八
年
）
、
『
熊
本
市
医
師
会
史
』
（
熊
本
市
医
師
会
、
一

九
七
七
年
）
、
『
鹿
本
郡
市
医
師
会
史
』
（
鹿
本
郡
市
医
師
会
、
一
九
七
一
年
）
、
『
水
俣

芦
北
医
師
会
史
』（
水
俣
市
芦
北
郡
医
師
会
、
一
九
八
二
年
）
、『
天
草
医
師
会
百
年
史
』

（
天
草
郡
市
医
師
会
、
一
九
八
九
年
）
、『
肥
後
の
医
事
も
の
が
た
り
』（
小
野
友
道
著
、

西
日
本
新
聞
社
、
二
〇
一
六
年
） 

⑶
『
流
行
性
感
冒
』（
内
務
省
衛
生
局
編
、
一
九
二
二
年
）
な
お
、
本
報
告
書
は
「
『
流
行

性
感
冒
』
ス
ペ
イ
ン
風
邪
大
流
行
の
記
録
」
（
二
〇
〇
八
年 

東
洋
文
庫
に
復
刻
し
て

所
収
） 

⑷
『
流
行
性
感
冒
』（
前
掲
書
）「
第
四
章 

我
邦
に
於
け
る
今
次
の
流
行
状
況
」
に
概
況

を
記
し
て
い
る
。 

⑸
『
流
行
性
感
冒
』（
前
掲
書
）「
第
八
章 

我
邦
に
於
け
る
流
行
性
感
冒
に
関
す
る
諸
表
」

に
統
計
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

⑹
⑷
と
同
じ 

⑺
『
流
行
性
感
冒
』（
前
掲
書
）「
第
六
章 

流
行
性
感
冒
の
病
原
、
病
理
、
症
候
、
治
療
、

予
防 

第
五
節 

流
行
性
感
冒
の
予
防 

第
二
項 

流
行
性
感
冒
「
ワ
ク
チ
ン
」
に
、

当
時
製
造
さ
れ
て
い
た
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
種
類
や
接
種
効
果
の
検
証
が
総
括
さ
れ
て
い

る
。 

⑻
山
内
一
也
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
最
初
に
発
見
し
た
日
本
人
科
学
者
」
一
般

社
団
法
人
予
防
衛
生
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
所
載 

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
i
m
a
t
e
.
o
r
.
j
p
/
s
e
r
i
a
l
i
z
a
t
i
o
n
/
3
4
%
E
F
%
B
C
%
8
E

イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
を
最
初
に
発
見
し
た
日
本/

 
 

⑼
「
熊
本
日
日
新
聞
」
令
和
二
年
四
月
二
八
日
付
け
朝
刊 

ス
ペ
イ
ン
風
邪
連
載
記
事 

病
禍
の
記
憶
下 

熊
本
機
能
病
院
顧
問 

小
野
友
道
氏
の
指
摘 

⑽
『
流
行
性
感
冒
』（
前
掲
書
）「
第
五
章 

我
邦
に
於
け
る
予
防
並
救
療
施
設 

第
二
節 

本
省
に
於
け
る
施
設
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

⑾
『
流
行
性
感
冒
』（
前
掲
書
）「
第
五
章 

我
邦
に
於
け
る
予
防
並
救
療
施
設 

第
三
節 

道
府
県
に
於
け
る
施
設 

第
一
項 

予
防
施
設
状
況 

第
二
項
救
療
並
各
種
公
益
団

体
活
動
の
状
況
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

⑿
『
熊
本
市
医
師
会
史
』
（
熊
本
市
医
師
会
、
一
九
七
七
年
） 
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九州日日新聞　スペイン風邪関連記事（抄）

日付 見出し 記事概要

T7.10.21
流行性感冒の病原菌は既に発見せられて居る　佛
國人の新発見といふは別種の病原菌か或は培養
法の發見ならん

流行性感冒の病原菌がフランス人により発見されたというニュースの続報

T7.10.22 馬來半嶋に惡疫流行 発疹性感冒が流行中とのシンガポールからの情報
T7.10.24 流行性感冒學校を襲ふ　児童百八十名 鹿児島県師範学校附属小学校高等科児童の罹患状況

T7.10.25
各地を襲ふ流行感冒　小学校休校　大分襲はる
大牟田市も

大分市、福岡県大牟田市の小学校児童の罹患状況

T7.10.26 流行性感冒各地を襲ふ　熊本附近にも患者夥し 熊本市付近の状況のうち、濟々黌の生徒の罹患状況、症状の特徴など
T7.10.27 悪性感冒　益々猖獗　死亡者多し 感冒蔓延に伴う学校、郵便、鉄道事業など全国における影響

T7.10.27
流行感冒益猖獗　全縣下の学校襲はる　濟々黌は
昨日までに患者二百五十餘名　屏息するまで臨時
休校

県下各地の学校の罹患状況

T7.10.28 罹病六百名　大牟田の學童 大牟田市の学校の罹患状況
T7.10.28 郵便事務が執れぬ　熊本に応援請求 大牟田局の状況、佐賀各地の状況など
T7.10.28 流行感冒と通牒 文部省から各府県知事、直轄學校への感冒に関する通知
T7.10.29 運動會を止めよ　流行性感冒の豫防策 予防策として運動会中止の意見
T7.10.28 流行性感冒豫防注意 熊本県から各学校に流行性感冒蔓延に関する注意書の発出

T7.10.29
流行感冒衰へず　郡部の11學校にも患者續出　熊
本中学も遂に休業

県下各地の学校の罹患状況　郵便局や熊本専売局の職員の罹患状況など

T7.10.30 派遣軍の感冒 沿海州同北満方面の派遣軍の罹患など
T7.10.30 京都市の流行感冒　猖獗を極む 京都市内の学校の罹患状況

T7.10.30
大流行の悪性感冒　各學校の患者益々増加　熊
本高小は三百三十六名女學校も幼稚園も休業

熊本市内及び周辺の學校の罹患状況　市内学校の発病者数一覧　大田知事・春藤内務部長
の罹患など

T7.10.30
郵便物の大停滞　長崎では欧文電報の翻譯が出
来ない　感冒に襲はれた郵便局　坪井局では市外
の配達は一日留置き

熊本坪井局、長崎局、大牟田局の職員の罹患と影響など

T7.10.31 流行感冒 長崎の学校の罹患状況
T7.10.31 流行感冒益々猖獗を極む　休校續出す 熊本市内及び県立学校等の罹患や休校の状況など
T7.10.31 感冒豫防告諭 10月30日付け熊本県公報号外での告諭

T7.10.31
流行風邪の鼻血の手當　鼻に詰をするのは危険で
ある

感冒罹患に伴う鼻血の手当法など

T7.10.31
醫師も薬店も氷屋も流行感冒で大繁昌　流行ッ児
の醫者は薬を束にして置く　蕎麦うどんやも繁昌す
る

感冒蔓延に伴う商売等への影響

T7.10.31
猛威を揮ふ感冒　熊本市中の小學校は大抵休校
都城聯隊患者續出　惨たる大牟田市　死亡者續出
火葬の競争

熊本市内の学校の休校、近隣諸県の状況など

T7.11.2 謹告　九州日日新聞社　筑後新聞社 職員の罹患に伴う紙面縮小のお詫びの社告
T7.11.3 謹告　九州日日新聞社　筑後新聞社 職員の罹患に伴う紙面縮小のお詫びの社告
T7.11.3 アスピリンの需要 感冒蔓延に伴うアスピリン騰貴など

T7.11.3
尚衰へぬ流行感冒　學校續々休校　流行性感冒と
工場

県下各地の学校の罹患及び休校状況　専売局や製糸工場における罹患など

T7.11.3
感冒容易に衰へず　學校工場休業續出　僧侶不足
レコード破りの死亡率大牟田の感冒各校休業継續

県立熊本図書館の状況、久留米や大牟田の状況等

T7.11.3 外米が賣れぬ　感冒流行の為 熊本市営外米の売れ行き減少など

T7.11.4
感冒尚猖獗　五高も休校　大牟田では死者續出
火葬場では屍體の處置に困る

第五高等学校等の休校状況　大牟田市での影響など

T7.11.4 全滅せる本社植字部　空前の變災を告白す 九州日日新聞社における職員の罹患状況と縮小紙面での発行に至る経緯の報告と謝罪

T7.11.5
通信事務殆ど杜絶　郵便課長自身で區分　電報は
郵便で發送す

郵便局における蔓延に伴う影響など

T7.11.5 流行性感冒勢ひ猖獗　學校は殆ど全部休校す 県立学校の罹患及び休校の状況など
T7.11.5 各府縣とも醫師不足　當局の善後策 政府での医師不足対策協議中との情報など
T7.11.6 謹告　九州日日新聞社　筑後新聞社 職員の罹患に伴う紙面縮小のお詫びの社告
T7.11.6 感冒尚猖獗　各方面の支障 飽託、玉名、鹿本、芦北、天草、八代など県内各郡別の罹患及び休校状況など

T7.11.8

流行感冒益々蔓延の兆あり　廻診新記録三百廿
軒と云ふ猛者が出た　惨話悲話枕を並べた妻は絶
命　俘虜襲はる工場勤務者も襲はる　一村に患者
千名　郵便局の恢復未だし　大牟田市益々猖獗

患者増加に伴う医師の診療状況、坪井郵便局、益城郡木山周辺、大牟田市周辺の状況など

T7.11.8
流行感冒　熊本益猖獗　濟々黌引續休業　二師旅
行團　天草方面漁業の打撃死亡者多し　旅館料理
屋不景気不景気は湯屋迄

済々黌ほか学校の休業の状況、天草の漁船における罹患、市中の景気への影響など

T7.11.10
流行感冒両師範の休業　八代中學延期　休校
續々延期　大分益蔓延　郵便配達不能　久留米地
方二萬人以上死亡率増加　鹿児島市八千人

学校の休業状況、隣県の状況など

T7.11.11

流行感冒　女師更に休業　九州學院開校　大村聯
隊感冒に襲はる　演習地より續々歸還す　三池坑
では三分の一の欠勤出炭高減る　大牟田では死
者多し

女子師範学校の休業状況、軍隊や三池炭鉱等での状況など

T7.11.11 肥前大村では在郷軍人が無報酬で郵便物配達 長崎県大村郵便局の状況

T7.11.11
新聞配達の困難　配達人殆ど全部感冒に罹る　讀
者諸君に對して何とも申譯なし他の職業と違って
補充が出来ず

九州日日新聞社の新聞配達人の多くが罹患し、配達困難であることに理解を求める記事

T7.11.12

流行感冒　熊本市内の死者殖ゆ　十日の届出約
二十名　開校した學校と開校せぬ學校　小學校始
業　飽託引續休校　松橋方面猖獗　軍隊監獄も襲
はる久留米地方　　青年會員が郵便配達　解熱剤
の暴騰

小学校等の休業状況、隣県の状況、解熱剤アスピリンの需要増に伴う高騰など

T7.11.12
感冒菌の論戦　片や帝大、片や北里　後になる程
死亡者の殖える譯

流行性感冒の病原菌の研究状況など

T7.11.13
斯かる時こそ赤十字社救護班の活動すべき時　感
冒猖獗と一部の人の意見　醫師中にもボツゝゝ犠
牲者が出る

開業医の業務の危機的状況と赤十字社救護班による活動への期待など

T7.11.13 流行感冒　熊本の郡部漸く猖獗　収穫に困る農家
球磨、芦北、阿蘇、八代、上下益城、菊池、鹿本、玉名、宇土、天草など、熊本市内に遅れて蔓
延する郡部の状況、稲の収穫に困る農家の状況など
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T7.11.13 風邪と逓信事業 九州逓信局管内の状況調査など
T7.11.14 流行感冒　郡部校休校頻々 菊池、宇土、鹿本、玉名、球磨、芦北など各郡の小学校の罹患状況　市内小学校の欠席数など

T7.11.15
流行感冒　郡部は今が峠　感冒と市中の死亡者
飽託は休校四十七・玆數日中には大抵開校

八代、鹿本、阿蘇、芦北など各郡の小学校の罹患状況　熊本市内の感冒による死者数など

T7.11.15
電信は未だ復舊せず　至急報官報以外は相變ら
ず郵送　九州管内では宮崎局が一等困難

九州逓信局管内の通信事務の状況

T7.11.16
孟買市感冒猖獗　死者一日七百名に上りし日あり
十一月に入りて漸く下火　米國政府の入國拒絶
横濱で健康診断を行ふ

インドのポンぺー市の罹患状況、罹患者入国禁止の米国政府の措置を受け、横浜にての健康
診断の措置など

T7.11.17 感冒患者漸く減る　郡部では尚休校續出 球磨・玉名・阿蘇各郡の小学校の罹患状況など
T7.11.17 佐賀の感冒死亡者多し 佐賀県下の罹患状況
T7.11.17 感冒の悲劇　三潴は下火 隣県の状況など
T7.11.19 流行感冒　五郡休校數 天草、芦北、玉名、鹿本、阿蘇各郡の小学校の罹患者や休校の状況など
T7.11.19 最近の死亡率は約五倍　保險と感冒 流行感冒にともなう帝国生命熊本出張所管内における被保険者死亡率の上昇など

T7.11.20
看護婦の大拂底　註文に應じ切れぬ　需要が昨年
の三倍以上

福岡県久留米市における看護婦の需要の逼迫状況など

T7.11.20 流行感冒　休校尚多し 球磨郡内小学校における罹患、休校の状況
T7.11.21 流行感冒　休校延期の學校 宇土、菊池、葦北、鹿本、玉名郡内小学校の罹患、休校の状況
T7.11.21 九州線の感冒患者 九州鉄道熊本運輸事務所管内における従業員の罹患等状況
T7.11.22 流行感冒　休校延期の學校 宇土、菊池、葦北、鹿本、玉名郡内小学校の罹患、休校の状況

T7.11.22
遅るゝ程病毒は強烈　感染力は弱くなる　谷口博
士の流行感冒談（上）

県立熊本病院谷口院長の流行性感冒についての講演概要（上）

T7.11.22 市の悪性感冒終熄近し 熊本市内の感冒の終息に向かう見通し

T7.11.23
感冒は郡部も終熄近し　學校の状況　球磨の感冒
尚猖獗を極む

天草、玉名、八代郡内の小学校の罹患、休校の状況。球磨郡の感冒の状況

T7.11.23
遅るゝ程病毒は強烈　感染力は弱くなる　谷口博
士の流行感冒談（中）

県立熊本病院谷口院長の流行性感冒についての講演概要（中）

T7.11.24 感冒は郡部も終熄近し　學校の状況 天草、玉名、八代郡内の小学校の罹患、休校の状況

T7.11.24
遅るゝ程病毒は強烈　感染力は弱くなる　谷口博
士の流行感冒談（下）

県立熊本病院谷口院長の流行性感冒についての講演概要（下）

T7.11.27
感冒で死んだ者は熊本縣下で約二千人　本月中
旬の統計

11月15日現在の県衛生課発表の県下の罹患者、死亡者数の統計。患者数440799名、死亡者
数1926名。飽託、天草、熊本の順に蔓延

T7.11.27 運動界　八代運動會取止 八代郡教育会主催の運動会が感冒を理由に中止

T7.11.30
（広告）流行性感冒の豫防注射に就て臨床醫家諸
君に急告

星製薬株式會社からワクチンの臨床試験参加についての医師向けの告知

T7.12.4 熊本縣の感冒　其の患者數 11月20日現在での県下の罹病者、死亡者の統計。患者数558700名、死亡者数3036名

T7.12.8
荒し廻った感冒の跡　小中學の患者十萬千七十餘
人　死者を出さなかったのは僅に三郡のみ

県学務課による11月20日時点での県内学校における罹患者、死亡者数の統計

T7.12.11 流行感冒原因　石原講師講演 東京医科大学講師らによる県内の状況調査と公会堂における公演など
T7.12.11 此冬は古着までも贅澤なのが賣れる 感冒の影響で古着の流通が増加したことなど
T7.12.24 感冒死者約四千四百人 県内の罹患者累計647,488名、死者数4,395名など。天草郡は死者多く797名となる
T8.1.18 桑港の感冒 サンフランシスコにおける流行状況など
T8.1.23 流行感冒の歴史と奥様方の注意すべき事 医学博士冨士川游氏による流行性感冒の歴史に関する談話
T8.1.26 盛返した流行感冒 東京、大阪、京都等での感冒の再流行と注意点など
T8.1.26 工手大不足　熊本専賣支局 前年末来の感冒の影響による女工手の不足など
T8.2.8 感冒の豫防策 インフルエンザ予防策としてのカルシウムの摂取など
T8.2.9 保險會社は大損 感冒による死者増加に伴う保険金支払額の増加など

T8.2.16 流行感冒の警戒　全縣下にお布礼を出す
感冒の再流行に備え、県が郡市役所、警察署、町村役場等へ2月14日に警戒を強化する訓令
を発出したこと

T8.11.6 世界風邪再び日本を襲はんとす 再流行に備えての健康法、家庭での常備薬など
T8.11.27 恐ろしい流行感冒襲来の兆あり 感冒の特効薬の頒布広告

T8.12.16
流行感冒は米國では腸窒扶斯と同様に取扱って
いる

内務省による流行感冒の全国の状況と見込みなど

T8.12.16 流行感冒小學校を襲ふ　福岡縣下 福岡市郊外における学校の罹患状況など
T8.12.17 呉の悪性感冒猛烈を極む 呉海軍工廠における罹患状況
T8.12.20 京城の感冒猖獗　死亡毎日百名 朝鮮京城における罹患状況など
T8.12.25 朝鮮の感冒益猖獗　京城のみで死亡千五百名 朝鮮京城における罹患状況など
T9.1.3 六師管下に流感襲来　都城聯隊最も猖獗 熊本兵団での罹患状況や、県下各地での流行など。水俣、宇土に関する情報
T9.1.9 流行感冒の為め遣外艦出發延期 台湾基隆に寄港した海軍艦で罹患者が出たことなど

T9.1.9
流行感冒蔓延す　熊本縣下では市内よりも郡部に
流行す

前年11月初旬以来の県下での流行の状況、また郡部での蔓延状況など

T9.1.11 各地に感冒猖獗　多くは肺炎を併發する 福岡県下の状況、熊本市内でも平均2名の死者があることなど、熊本県下での状況とその症状

T9.1.12
二日間に四百五十名　熊本の流感猖獗　上益城に
も流行出した　豫防注射液を注文する

熊本市内及び近接町村での患者の急増、県衛生課による豫防注射の準備など

T9.1.14
昨暁横濱入港の西伯利丸の乗客に八十名以上の
感冒患者あり

客船での患者群の発生と病院への収容、健康者への豫防接種など

T9.1.14 熊本縣下流行感冒　小學児童にも患者續出 上益城郡御船警察署管内での罹患状況など

T9.1.15
全国の師團悉く流感に悩さる　熊本衛戍病院は満
員　偕行社に収容の準備

軍隊での罹患状況、熊本衛戍病院では237人の入院患者があることなど

T9.1.15
罹患者の肺炎予防　六師団ではレミヂンを用ふ
将校家族に豫防接種

熊本師団での予防、治療法など

T9.1.16 惨憺たる大阪の流感 大阪での状況と幼稚園、小学校の閉鎖命令など
T9.1.16 流感通牒 1月15日付の内務省から地方長官あての予防通牒発出など
T9.1.16 福岡縣の流感巡回救護　全縣下に亘り益々猖獗 日本赤十字社福岡縣支部による巡回救護斑の設置など
T9.1.16 久留米の流感　警官の豫防具 久留米警察署管内の罹患状況と警察官への呼吸器の配布など
T9.1.17 流行感冒豫防のマスク（写真） 熊本地方でも軍隊、学校など予防のためのマスク着用が増えたことなど

T9.1.17
流行感冒の襲来に通信事務に差支ぬよう熊本逓
信局で豫防策

事務停滞を防ぐため、局員や交換手などにマスクを配付し着用せしめたことなど

T9.1.17 流感と神秘的な一説 悪性感冒の原因は彗星が地球にまき散らす毒物であるとの説を紹介

T9.1.17 防疫官を全國に派す　口覆なきものは乗車嚴禁
内務省衛生局から地方の感染状況視察及び防疫の督励のための担当者を派遣のこと、さら
に、地方でも府県令によりマスク着用なきものを電車等に乗車を禁ずる旨を可能とする通知な
ど
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T9.1.18
門司小學全部休校　興行物にはマスクを嵌めた者
だけは入場許可　福岡縣下の流感益々猖獗

福岡県における罹患状況と防止対策など。福岡縣廳では職員へのマスクの配布とうがいの奨
励を実施

T9.1.18
熊本縣の流感豫防　注射液が足らず東京に注文
其後の流感蔓延地方

熊本縣廳で職員に対しマスク着用の励行、また、豫防接種を官員に対して実施。また玉名郡萬
田炭坑の罹患状況など

T9.1.18 鹿児島郵便局の流感豫防 郵便事務の停滞予防のため局員へのマスク着用の奨励など
T9.1.19 専売支局の流感豫防　マスクは永久使用 専売支局での職員へのマスク着用、予防接種のことなど
T9.1.19 球磨の豫防 人吉警察署管内各戸への流感予防心得の配布など

T9.1.19 マスク使用励行
熊本警察署では市民にマスク使用を励行し、署員の家族に製造せしめたマスクを実費で頒布
する計画など

T9.1.19 鹿児島縣の流感　七校休學す 鹿児島県下の学校の休校状況

T9.1.20
熊本市の流行感冒豫防　興行場にはマスクを着用
せぬ人は入場を禁ず

熊本警察署の指示により、劇場、活動写真館などでマスク着用を義務付け、当該マスクは署員
家族製造のものを頒布のことなど

T9.1.20
流感豫防注射液　ワクチンと血清液　素人でも之だ
けの區別は心得て置かねばならぬ

予防接種に関する注射液の基礎的な理解に関する啓発記事

T9.1.20
流行感冒に罹った時の注意　豫防法は深夜外出
せぬこと

罹患に伴う肺炎の防止法など

T9.1.21 流行感冒益蔓延す　福岡市外の各學校休む 福岡市内の学校の罹患状況など

T9.1.21
熊本警察署員の家族はマスク製造に大車輪
方々から是非にゝゝとの所望を受けて夜も十二時こ
ろまで

警察署員家族製造のマスクに官公庁や専売支局等から注文が殺到、市民に頒布する分も不
足する状態　1枚5銭での頒布では引き合わない旨

T9.1.21 悲惨な家庭　一家全滅 大牟田の一家での罹患など

T9.1.23
流行性感冒に御變症の第二皇子殿下御注意申上
ぐべき御容態

淳宮殿下の感冒罹患とその症状など

T9.1.24
熊本縣下の流感患者七千人に上らん　郡部に尚
蔓延の兆あり　市内には患者割合に少し

県内各地の罹患状況など

T9.1.24
福岡縣の患者二萬七千人　一日間千三百餘名發
患

福岡縣衛生課の情報に基づく罹患状況など

T9.1.24 流行感冒と工場　励行七ヶ條 23日熊本警察署から管内の工場に対し感染予防の項目を示達したことなど

T9.1.24
第六師團在熊部隊の流感患者三百九十二名病院
は満員

熊本衛戍病院での患者入院状況など

T9.1.25 鹿児島市では中學校も二十三日より全部休校 鹿児島市内で小学校に続き中学校でも休校措置がとられた件
T9.1.25 熊本縣下の流感患者 県内各地の罹患状況の統計資料
T9.1.26 （広告）感冒の快癒報告 上京中の財界人高橋長秋による流感の快癒報告

T9.1.26
危険な感冒の黴菌が注射液になるまで　北里研究
所の昨今　一日に五萬五千人分製造　他の研究も
血清製造も其方除け

北里研究所の予防接種注射液の製造現場を訪問しての報告

T9.1.26 宇土大嶽地方流感猖獗　醫者の不足悲惨を極む 宇土大嶽村・戸馳村の罹患や診療の状況

T9.1.26
福岡縣の患者六萬を超ゆ　流感益々蔓延死亡三
千近し

福岡県下における患者数、死亡者数など

T9.1.26 流感豫防注射市内各所にて 1月24日～2月4日まで熊本市内各所にて予防接種のこと
T9.1.26 福岡の流行感冒　市中ではマスクが六萬賣れた 福岡警察署管内の罹患及びマスクの奨励等の状況
T9.1.30 流感が生む悲惨事　奇特な看護婦も遂に斃る 熊本市内医院勤務の看護婦の罹患など
T9.1.30 球磨地方の流行感冒　極力警戒 球磨郡内の罹患状況、済生会からマスクの供与など
T9.1.31 妻に死別れて発狂す　流感の悲惨事 感冒の犠牲に伴う事件等

T9.1.31
鰻の脂肪が感冒に利く　但し科学的には立証され
ぬ

悪性感冒の特効薬としての鰻に関する民間療法の紹介

T9.2.1 市俄古の流感 米国ニューヨーク及びシカゴにおける罹患者数、死亡者数など
T9.2.2 熊本縣下の流感患者と其死亡數 県内の患者数・死亡者数の統計
T9.2.4 感冒で死んだ人　熊本市では一月中に五十三人 第2波のピークである熊本市内の１月中の罹患者、死亡者数など
T9.2.5 熊本縣下の流行衰ふ　休校も減る 第2波の1月以降休校した県下小学校など

T9.2.6
三人撲殺の悲惨事　兇行後狂人の状態となる原因
は流行性感冒か

大阪府における殺人事件の犯行の原因が感冒とする記事

T9.2.6
本社に寄せたのぶ子の手紙　健気な妹の犠牲的
精神を思ひて

1月30日付けの記事で取り上げられた感冒の犠牲になった看護婦の姉からの手紙

T9.10.12
今年入営の装丁には二回の豫防注射　海兵團入
團者にも同様陸軍の流感豫防は絶對的

予防接種の実施など軍隊における感染予防策など

T9.12.8 流感豫防施設 内務省衛生局の感冒予防策、宣伝ビラの配布など
T9.12.12 流感季節　内務省で豫防宣傳 寒気襲来に伴う感冒流行に備えての啓発など

T9.12.16
流行感冒に関する五博士の意見書　病原體は依
然不明

流行性感冒の原因や予防策に関する医学士会の意見書など

T10.1.21
全國師團の流感　小倉師団が一等多い　陸軍省
発表

陸軍省発表の全国師団別の罹患者統計

T10.1.25
軍馬の流行性感冒　小倉師團下に續發　暫次蔓
延の兆あり

第12師団の軍馬隊の軍馬に感冒様の症状を呈するものあること

T10.1.26 佐賀縣下の麻疹と流感　各學校襲はる 佐賀県下の師範学校等における罹患状況など

T10.2.5
悪性感冒流行　全世界を襲ふ憂ひあり　英國保儉
省發表

流行性感冒が再び流行する可能性があるとのイギリス保健省の発表など

第２表 『九州日日新聞』スペイン風邪関連記事 
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